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近代桐生のいしずえには、市民バワーの結品がある.優

勢な織物こ業を背景にして多くの社会事業に貢献した桐生

懇和会は、その代表的存在である.と りわけ教育施設の充

実に注いだ熱意と情熱には並々ならぬものがあった.

l月 30日 に開かれた平成 13年 度社員総会であいきつ

にたった塚越平人理事長は 最近FJ行したばかりの F桐土

高校人 「年史Jを 千に、その前身である町立中学校の創設

にあた●て 当時の市民の願いを背負って奔走した懇和会

の役害Jの重要性をひもとき、 「この懇和会こそが桐生倶楽

部の,体 。ときに直言をはばかることなく そうやって市

の発展に尽くしてきた先輩に敬憲を表わすと共に、こんご

も私たち―人ひとリ カを合わせ 市のために尽くしてく

ださるようお願いしますJと 、新世 ■Lの指針を語つた。

指
針
は
ひ
と
つ

□市
の
た
め
に
□
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綱t倶 楽訂の千成13年所年「

“

L全が 1

月4日 に開
"｀

れました.

さまぎまな喧騒と時

`tの

不遣り1感のな

か 期待をつないで迎えた新世杞.あ い

さつに立った塚越7人 tI事長は J会 の

行く末をl_るであろうllttl‐lfの■民と

教育問題をとりあ|デまLた.め ざましい

,果 を Jデる■学の分コ その―方で、

将来の担い手と
`る

子ど1,たらの教育環

境 ま行き詰まりをえ‐Iていま→.社 会の

上よに真に責献する科学の実■のために

も これ よ私たち―人ひと|が真卿I11孝

′てい
'ね

ぼならない問題で|ょ う.関

係検供に よ一口も早 く 学力定価低下の

改善 また徳●の

充実 七 ;1泄 すろ

課題へ取 りIん ξ

いただ きたい と

理事長は訴えま1´

た.

この回の互ネL会

に ま76人が出■

多〈の来賓を迎え

会場は新 LI紀にお、

さわしい活気に包

まれま1 た́.

(2階 大広H,

活
気
の
中
、
初
顔
合
わ
せ

謡曲で初春の祝い

藤門会が華そえる

桐■藤F]会 {全子円|二会長|に よる宝i流 謡上

が新年互礼.―のFで 披露され おめでたい初

`の
,回 気が  しふ| のヽとからあふれHIました.

供来部社 員の人沢英夫 こん|まじめ 聟t,1夫 さ

ん 石内 夫 |ん  木島富美雌さん lT丼 ■行 ざ

んによる 陥 亀 | また竹田きみ子 さんによるfl

苺 「高ll lと いす″tもベテランの崚|=せした|■

わいで 机■前のひとときを盛 りLIIま した.

□
“

□
つ
□
口
ｍ

榊
□
□
］
置
跡
一
□
か
義
［
紆
□
韓

■
郎
さ
ん
　
厚
生
人
口
〓
彰
の
だ
田
惇
之
ご
ん
に
対
し
、

桐
■
倶
栞
部
か
ら
記
奈
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
．
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に
ぎ
や
か
に
初
登
り
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二
●
０

一
年
の
初
例
会
は
天
候
に

恵
ま
れ
た

一
月
ｔ
曰
　
二
十
数
名
の

参
加
者
を
数
え
、
中
に
は
可
愛
い
い

お
孫
さ
ん
の
姿
も
交
り
楽
し
く
　
に

ぎ
や
か
な
初
登
，
と
な
り
ま
し
た

▼
午
前
九
時
誓
，
公
国
駐
草
場
に
集

今
し
　
藤
丼
会
長
の
新
年
挨
拶
の
後
、

歩
き
始
め
と

い
う
〓
で
各
白
の
ペ
ー

ス
に
合
わ
せ
て
ゆ
っ
く
り
と
山
頂
を

め
ざ
し
ま
し
た
。
市
民
に
規
し
ま
れ

て
い
る
山
と
あ

っ
て
行
き
交
う
人
も

か
な
り
多
く
、
途
中
ト
ン
ビ
岩
で
小

休
上
　
約

一
時
間
く
ら
い
で
山
頂
広

場
へ
．
限
下
に
広
が
る
ふ
る
さ
と
の

街
並
を
眺
め
　
遠
く
に
は
富
士
山
の

姿
も
菫
む
事
が
出
来
ま
し
た
▼
全
員

の
記
仝
写
真
を
撮
り
　
下
山
は
白
然

の
多
く
残
る
女
吾
妻
　
松
村
峠
、
松

村
沢
を
経
て
十

一
時
頃
ま
で
に
は
●

資
会
の
会
場
で
あ
る
官
本
町
の

□
そ

ば

一
□

へ
．
最
近
□□□
来
た

□
お
そ
ば

や
□
さ
ん
と

い
う
事
で
木
の
香
の
残

る
新
し
い
建
物
、
ま
た
マ
ス
タ
ー
の

特
別
サ
ー
ピ
ス
品
等
も
あ
り
宴
も
盛

り
上
り
、
新
し
い
年
の
幕
開
け
に
ふ

さ
わ
し
い
例
会
と
な
り
ま
じ
た
．

□換
藤
久
夫

記
□

一●
〓
●
懸

歩く会 新春恒例の吾妻山

維新の史跡 と美術館めぐり
会、協賛でバスの旅美術部会と歩く

夕く会と姜 l榔会協賛の 12月 例会が昨年 12

月10日 に開かれ、 35人 の参加者ほ皇居北似|の

史跡探訪と美 lf競めぐりを堪能した。

推新以liの史跡が多い千鳥がll、靖国神社周,コ

を散策した―行は そこから同立美術館 工去競

へ向かい、Jヒの丸公日でF食 をとったのち 地 ト

鉄で東京オペラシテイーヘ.シ ヨツピングの白山

時間もたつぶりと用意され 盛 りだくさんの―日

を楽 じんだ.
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十

一
月

洩
草

の
力
〓
た
る
や
ケ
嗜
綺
　
　
　
　
　
小
　
ｔ

占
ヽ
た
や
え
ｔ
Ａ
す
旧
医
屹
　
　
　
　
　
久
Ｉ
ロ

お
，
に
生
さ
く
悔
な
し
木
の
鷲
又
　
　
　
＾
　
ロ

露
素
に
紋
ろ
慟
ヽ
た

の
氣
ユ
奮
　
　
　
　
〓
　
藤

諾
花
漱
る
や
キ
に
●
恭
ｔ
の
ヽ
さ
ほ
こ
う

清
　
水

●
ヽ
た
や
〓
焼
ヽ
■
の
工
び
わ
０
　
　
　
下
　
占

木

の
贅
麦
え
鶴
の
客
で
あ
０
し
こ
と
　
　
え
　
澤

入
め

い
て
曰
●
に
じ

っ
と
晰
場

の
子
　
　
五
　
広

川
●

ふ
な
に
灯
と
も
う
久
め
き
ぬ
　
　
　
，
□

茂

■
本
た

の
ス
く
や

一
腱
に
た

つ
入
つ
　
　
人
　
撻

欄
よ
倶
梁
押
に
ぐ
ろ
ま
０
茶

十

二
１

，
む
人
の
，
，
て
た
崎
戌
う
お
り
　
　
　
久
任
ロ

全
贅
の
思
い
夕
の
ａ
し
め
楷
る
る
　
　
　
本
　
ロ

■
几
せ
の
業
る
夕
む
冬
の
鳩
　
　
　
　
　
小
　
た

寒
鶯
や
朝
の
効
め
の
太
贅
●
つ
　
　
　
　
え
　
藤

菊
人
ル
お
れ
し
‘
策
の
ま
ま
颯
，
　
　
　
〓
口
　
え

朝
の
陽
に
量
の
矢
と
化
し
冬
の
島
　
　
　
人
　
村

楷
綺
を
く
べ
て
人
の
こ
か
は
，
け
，
　
　
ん
　
澤

空

っ
ス
え
い
の
祥
え
‘
掟
な
く
　
　
　
　
下
　
¨

一
た
に
て
ま
，
て
，
奮
ひ
ぬ
′
風
‘
苺
　
布
　
浜

寒
査

の
‘
く
声
詢
し
よ

の
ヤ

着

・lt

子どもたち大喜び

恒例クリスマス祭盛況

lFI生倶楽部恒例のクリスマス祭が、昨年も12月

9日 に開かれました.社 員や家族ら73人が参加し

ましたが これはlI回を上いろ盛lltで 特に今回

は主役となる子どもたちの姿が口立ち 主催者を

大いに喜ばせました.

アットホームな催しとして 倶薬部が年間イベ

ントのなかでもとりわけ力を入れているのがこの

クリスマス祭です.聖 吉朗読や賛美歌の合唱、ま

たミニコンサートが用意され 今回は須永山紀子

さんのピアノ演奏にのせ、関日睦海さん 受海さ

ん母娘がたくさんの歌を属けてくれました.お い

しいrl理やお菓子 うれしいクリスマスプレゼン

トと 歓声をあげろ子どもたち.楽 しい温もりの

夜はまたたくまに迪ぎていつたようです。

なお、今回サンタクロースにI●したのは矢野昭

さんです.ご くろうさまでした.

=倶 楽部だより =

【12月l クリスマス.‐・(,日)
歩 く会倒会―東京 (10日)

理事会 (l]日 )

歩 く会反省会 (15日)
はぐるま旬会 (26目)

【1月】 新年互礼会 (4目 )

歩く会例会―吾妻山 (7曰 )
理事会 (13日)
監杢会 (22日)
歩く会世話人会 (22H)

|まぐるま句会 (26口)
臨時理事会 (30日)
定時社員総会 (30H)

【退社社員】
フジハッエ業(株)  野口i■光
金子篤正

渡辺輝巳 (ご逝去)

■団法人 桐生倶楽部会報 第121号

2001年 (平成13年) 2月 発行

発 行 人 塚 越 平 人

昴集責任者 木 村 隆 夫

印   届1 ッボノ「p刷株式会社
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浩然の気を養 う
新
し
い
世
紀
を
桜
が
飾

っ
て
、
斉
葉
の
季
節
が
め

ぐ

っ
て
き
ま
し
た
。
今
回

の
表
紙
は
ち
ょ
っ
と
趣
を

変
え
、
社
員
か
ら
提
供
さ

れ
た
写
真
で
飾

っ
て
み
ま

し
た
。
さ
る

一
月
二
十
八

Ｈ
、
雪
の
吾
妻
山
に
登

っ

た
木
島
清
さ
ん
で
す
。
そ

の
前
日
も
降
り
し
き
る
雪

の
な
か
を
登

っ
た
そ
う
で
、

こ
と
し
に
か
け
る
力
強
い

足
取
り
で
す
。
銀
世
界
の

倶

楽

部

の

心

意

気

ま
ち
と
青
く

つ
き
ぬ
け
た

空
、
そ
の
間
に
満
ち
満
ち

た
精
気
が
降
り
注
ぐ
太
陽

に
輝

い
て
い
ま
す
。

□浩
然
の
気
を
養
う
□
と

は
、
こ
ん
な
瞬
問
を

い
う

の
で
し
ょ
う
か
。

い
ま
、

私
た
ち
の
ま
ち
に
も
そ
ん

な
深
呼
吸
の
ひ
と
と
き
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
倶

楽
部
の
心
意
気
を
感
じ
る

一
枚
で
す
。
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第4次総合計画の視′1ヽ

市
民
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ヽ
［Ⅲ田四困□田門日日□□・□□鼎□

桐
生
市
企
画
部
長

どをふまえた行政試案を市民に公開し 提言をも

らったのちに諮間案をlT成.公 募委貝を含めた審

議会で検討し、答中案を受けて市長が市議会に上

fiし議決。ここまで、3年 の歳月を要したという.

第4次計画がめぎす市の将来像は 「人と自然に

やさしい にぎわい織 りなすまちJ.これを実現す

るための主要事業として、フアッシヨンタウン構

想の促進 産学官民の連携 少子高齢イヒヘの対応、

環境保全 桐生を好きな子どもの育成、市史編纂、

北関東白動草道のアクセス道路整備 本町 1 2

丁目の拠点摯備 市民活動と・・連携協働 地域情

報ネットワークの構実などに特

'1ブ

ロジェクトを

設けているのも今回の計画の鮮徴だ.

産業振興では元気と活力 保饉福力|では思いや

りとやさしさ、生活環境では安心と潤い 人と文

イヒを育む教育、都市基盤では安全と魅力 そうし

た着限′|か らさまぎまな施策が盛 り込まれている。

この総合.t画をもとに3年 ごとの実施計画を紅

んで予算づけされていくことになるが、総筏 t画

がどこまで進んでいるのか これを市民にわかり

やすく公表し、透明性のある財政を実■していく

ことも今計画の重要なテーマだと高野さんは語り、

地方分権や市民参画、男女共同参画 効率
`,な

財

政運営などの時代の要請に取り組みながら 1市

民が■せに生きていけるまちにしていきたいJと

結んだ.  (3月 26日午後 6時  2階 大広間)

高
野
喜
昭
さ
ん

向こう10年

桐生の歩み

3月 月次会は、この4月 から

スタートした桐生市の第4次総

合.t画について、立案の事務責

任者である市の企画部長高野喜

昭さんが謳漬し 「元気J「 安

′ビJ「 ′■豊かJを テーマとした

さまぎまな計画を通じ 向こう

10年で取り組む私たちのふるさ

とづくりを語った。

厳しい財政事情の中 建設か

らir持管理へ、ハードからソフトヘと市政の重点

も移行しつつある現在にあって、大切なのはいか

に市民の声を政策に反映させてい〈か そうした

手法の具体性だが その点で今回の総合計画は、

まさに市民とパートナーシッブを紅んで練り上げ

てきたと高野さん.こ れまでの総合計画は行政の

計画案を市民に承認してもらうという いわば一

方的な流れで進められてきた.し かしたとえば第

3次r・tⅢiの10年をみても、少子高齢化 高度情報

化 環境志向の強まりと その激しい変イヒに対応

しきれなかつた反省があるという.こ のため第4

次.t画では、基礎調杢や市民アンケートの結果な

ツ

プ
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春まだ浅い大小山へ
今
回
は
、
久
し
振
り
に
Ｊ
Ｒ
に
乗

っ
て
富
日
駅
下
車
、
大
小
山
と
西
場

町
の
百
観
音
を
訪
ね
、
時
間
が
あ
れ

ぼ
栗
回
美
術
館

に
も
寄
り
た
い
と
い

う
欲
張

っ
た
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
で
あ
る

▼

一
度
桐
生
倶
楽
部
に
集
合
し
て
揃

っ
て
桐
生
駅
に
行
き

人
時
四
ｔ
分
の

小
山
行
き
に
乗
る
。
何
年
振
り
か
の

両
毛
槻
で
あ
る
▼
富
田
駅
で
下
車

駒
場
町
の
集
落

の
古

い
七
り
酒
晨
の

周
を
憶
り
山
裾
の
日
光
三
社
神
社

ヘ

出
て
か
ら
，
び
久
枯ヽ
れ
の
日
同
通

へ

入
る
．
尾
根

の
鼻

の
百
観
音
の
丘
が

見
え
る
の
で
な
る
べ
く
近
道
を
辿
る
。

空
は
青
く
澄
み
春
を
間
近
か
に
感
じ

さ
せ
る
ハ
イ
キ
ン
グ
日
和
で
あ
る
。

極
の
花
も
や
っ
と
ほ
こ
ろ
び
始
め
る

▼

一
殺
丘
上
の
百
観
音
は
整
然
と
二

段
に
並
び
、
早
審
の
日
を
浴
び
て
静

か
に
口
向
ぼ
っ
こ
し
て
嗅
か
そ
う
で

あ
る
。
寛
政
二
年
か
ら
十
年
に
か
け

て
辻
立
さ
れ
た
と
い
・つ
か
ら
、
Ｔ
度

二
百
年
前
に
な
る
。
こ
れ
だ
け
の
も

の
を
作

っ
た
当
時
の
村
人
の
信
仰
心

に
も
感
心
さ
せ
ら
れ
る
▼
再
び
西
場

の
集
落
を
通
り
、
山
懐
の
阿
夫
利
神

社
登
山
口
に
向
う
。
駐
車
場
に
は
相

当
数
の
車
が
止
ま
り
　
山
の
賑
わ

い

を
知
る
．
こ
の
神
社
に
本
納
さ
れ
て

い
る
大
天
狗
　
小
天
狗
の
面
が
大
小

山
の
名
の
白
来
と
も
聞
く
．
緩
か
な

が
ら
長
い
石
投
が
杉
林
の
中
を
続
く
．

漸
く
雑
木
林
の
土
の
道
と
な
る
と
や

や
傾
斜
も
増
す
▼
天
狗
岩
下
の
四
阿

や
の
あ
る
小
平
地
で
小
休
上
、
関
東

の
大
展
望
が
開
け
る
．
榜
に
普
門
品

供
養
塔
の
観
書
信
仰
の
文
字
碑
が
あ

る
．
こ
れ
も
西
場
の
百
観
〓
と
関
遠

が
あ
る
の
で
あ
ろ
う

▼
呼
吸
を
整
え

て
急
な
掃
子
段
を
登
る
．
先
頭
と
は

大
分
離
れ
て
し
ま

つ
た
ろ
う
が
マ
イ

ペ
ー
ス
で
歩
く
．
狭

い
岩

っ
ぼ
い
尾

根
に
出
て

一
登
り
で
岩

の
山
頂

へ
。

こ
こ
が
大
小
山
の
頂
上
か
．
ま
だ
奥

に
も
う

一
つ
ビ
ー
ク
が
あ
る
。
標
示

で
は
妙
義
山
と
あ
る
．
岩
と
小
石
の

ザ
ラ
ザ
ラ
し
た
歩
き
に
く
い
道
　

一

端
急
に
下
り
そ
れ
以
上
に
登
る
．
狭

い
頂
上
の
群
に
仲
間
は
い
な
か
っ
た

▼
少
じ
右
尾
根
を
降
り
た
岩
で
漸
く

皆
と
逢
え
る
。
ゆ
っ
く
リ
ニ
食
を
し

て
、
下
り
も

ロ
ー
プ
の
急
降
下
か
ら

始
ま
る
．
息
切
れ
す
る
こ
と
も
な
く

下
り
は
条
で
雑
木
の
尾
根
か
ら
杉
林

に
出
て
登
山
も
終
了
で
あ
る
。

□藤
井
　
記
□

歩く会2月例会

(敬称略)

吉 田 長 生

桐生市相生町 5-444-62

昭和 8年 7月 30日生

TEl 0́277-52-,595

「AX 0277-52-0606

ようこそ倶楽部へ

=新 入社員紹介 =

恒例文化祭の日程決まる
桐■倶架部の第27回 文化祭は5月 18 19 20口

の 3日 間と決 まりました.20日 にはガーデンバー

テイーが開かれます.

3月 は赤雪山
3月の歩く会は、15人が参力1して足利市の赤_̃

山をめざした.登 り15キ ロのほどよい行菫は好

天に恵まれ 山頂では東京方面や口光連山の展望

を満喫することができた.
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一
　

月

学
恵
に
ふ
特

つ
饉
の
流
れ
お
う

　

　

　

久
孫
ロ

七
き
母
の
仕
支
て
し
綺
松

の
●
　
　
　
　
一
ロ　
ム

〓
大
え
て
え
太
え
合
ふ
寒

の
月
　
　
　
　
え
　
澤

ぶ
ｔ

つ
や
口
●
に
矢
る
笙

の
色
　
　
　
　
岩
　
水

初
ぶ
や
ポ
ス
ト
カ
ブ
セ
ル
姜
よ
う
末
　
　
え
　
梶

す
べ
，
台
奮
う
か

へ
ら
れ
て
ふ
を
特

つ
　
本
　
ロ

高
む
と
い
ふ
卜
奢
増
え
し
賛
よ
か
な
　
　
小
　
ｔ

冬

の
月
〓
姜
く
す
べ
て
凛
て
つ
く
す
　
　
下
　
占

口
´
え
て
い
ら
か
の
ス

の
警
ま
れ
，
　
　
イ
　
ｋ

ぶ
奮

つ
や
生
あ
ろ
も
の
に
‘
気
痰
気
　
　
ユ
　
ロ

二
　
月

〓
順
を
史
え
て
ス
な
い
く
た
び
も
　
　
本
　
ロ

苺
の
‘
を
ヽ
百
年
の
仁
工
保
　
　
　
　
ん
　
澤

ひ
と
う
ε
の
ひ
ね
も
す
ξ
解
雫
か
な

　

小
　
た

笙
喘
れ
て
な
お
う
ら
め
し
き
雹
解
〓

　
着
　
水

下
萌
ゆ
ろ
回
え
の
列
の
や
び
縮
み
　
　
建
　
藤

オ
騎
の
人
地
を
職
ぅ
て
キ
萌
ゆ
ろ
　
　
有
　
ス

え
権
に
●
一
や
の
こ
各
か
な
　
　
　
　
〓
一　
晟

Ｚ
刹
の
い
つ
も
人
あ
ろ
医
ｔ
な
　
　
　
久
保
ロ

下
萌
え
の
小
さ
さ
た
を
錯
ま
ず
ゆ
く
　

天
　
撻

彗
解
け
や
〓
さ
て
し
お
れ
ば
“
を
剃
る

“
　
ロ

ュ
饉
オ
凛
人
は
し
ろ
単
の
す
　
　
　
　
下
　
“

欄
生
晨
栞
書
●
●
ろ
ユ
う
＾

「桜の森」の地歌舞
安吾忌の集い

桐生倶染部懇話会と安吾を語る会共催の 「安吾

忌の集いJが 2月 28日夜開かれ、今回は地歌舞

の古澤侑峯さんが安吾の 「桜の森の満開の下」を

即興的に披露、参加者たちは代表作のイメージの

せ界を楽しんだ.

安吾の命日である2月 17日と、桐生に移り住

んだ引っ越し記金曰2月 29日をかね、12年前か

ら続いている催しで、ことしも坂口綱男さん、

「自痴Jを 撮った映画監督の手塚真さん、また新

潟や東京の研究者たちも加わつて75人に。押見

清美さんの朗読に続き、吉岡龍見さんの尺人の吉

に乗って舞った古澤さん.「 桜の森」はずっと好

きだった作品だという。

綱男さんは 「いまでも安吾の本は書店に並び、

全集が出、若い人たちに読み継がれている。誕生

日や命口にあちこちで会が開かれる。人の心に残

つていく。わが父ながら誇らしい。年に一度は桐

生に来たい」とあいさつ.手 塚さんも 「自痴」が

新しい世代への架け橋となることを願い、からく

り人形の見学などを通し、 「安吾を離れても桐生

との縁ができていくJこ とを喜んでいた。

(2階大広間)

=倶 楽部だより =

【2月】  歩く会例会 足利大小山(11日)
理事会(13日)

文化活動委員会(26日)

歩く会世話人会(27日)

はぐるま句会(27日)

懇話会 安吾忌(28曰)

【3月】  理事会(9日)
歩 く会●l会 赤雪山(11曰)

歩 く会世話人会(21日)

はぐるま旬会(23日)

月次回「桐生市第4次総合計画の概宴J
(26日)

【退社社員】
暮口禎―郎

遠藤悛― (逝去)

大川 仁 (逝去)

園口徳司

宇田幸康
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文化の拠点、 評ヽ価
や
Ｖ一局

桐
生
倶
楽
部
と
い
う
存

在
が
、
市
民
の
日
に
は
ど

の
よ
う
に
映

っ
て
い
る
の

か
。
今
同
そ
れ
が
、
ひ
と

つ
の
形
に
な
り
ま
し
た
。

桐
生
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
タ

ウ
ン
推
進
協
議
会

□岸
田

英
作
会
長
□
が
選
定
を
す

す
め
て
い
た

□桐
生
フ
ア

ツ
シ
ョ
ン
タ
ウ
ン
大
賞
□

で
、
倶
楽
部
が

□桐
生
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
タ
ウ
ン
菅
こ

に

選
ば
れ
ま
し
た
。
前
身
の

桐
生

Ｆ
Ｔ
賞
を
受
賞

桐
生
懇
和
会
時
代
か
ら
ま

ち
づ
く
り
に
大
き
な
影
響

力
を
も
ち
、
多
く
の
名
十

が
訪
れ
た
そ
の
建
物
は
、

長
く
政
治
　
経
済
　
文
化

の
拠
点
で
あ

っ
た
こ
と
、

そ
し
て
創
立
の
精
神
は
い

ま
な
お
脈
々
と
受
け
継
が

れ
て
い
る
こ
と
が
評
価
さ

れ
た
も
の
で
す
。

五
月
一
一十
日
に
開
か
れ

た
ガ
ー
デ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー

の
席
上
、
塚
越
理
事
長
か

ら
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

驀:=:

にぎわったガーデンパーティー
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花とワインとコンサート

手に散策、談実と 色とりどりの楽しみ方でひと

ときを過ごした.

興趣を盛り上げたヮインとバン チーズ類は今

回もまた、粟日 赤石両理事から格段の協力があ

った.ロ ビーでは、ソプラノ山崎真由美さんとビ

アノ須永自紀子さんによるコンサートも開かれて

クラシックから口本の叙情歌まで 15山 を扱露.

まさに春満載の宵となつた.
(担当 木島、関口)

文化祭に力作すらιl
5月 18日から開かれた第27回 桐生倶楽部文

イヒ祭。写真部円に15人 38点  絵画部円に3人

10点  り1句部円に8人 20点 が出展 し、会場と

なった2階大広問には大勢の人が訪れた.

春
の
宵
　
値
千
金

□４
月
□

たと愛で、ヮインを味わい、コンサートで心を

潤すという、咲き乱れる秦そのままの4月例会

「花とワインとコンサートJ. 16日 、宵のライ

トアッブで庭内のソメノヨシノが艶やかに淳かび

Lがる中 社員やその家族ら67人 がワイン■片

撮影

山古志村で棚田撮影

写真部会

写真部会は4月 21日 から一lHで新潟県の

山古志,へ 撮影会に出かけた。

山あいに広がる棚田の風景が有名な 占志

村はこの峙期はまだ、雪を残 している.朝 日

夕回に輝 く独特の情景を地能 しなか,,、 7人

の参力1者たち|よ思い思いにシヤッターを切っ

た.

(

,

(

)

後藤久夫さん
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コ
ヒ
ガ
ン
ザ
ク
ラ
の
高
遠

歩 く会四月例会

□今
年
は
急
に
花
が
咲
い
た
の
で
、

色
が
大
変
議
い
□
と
、
土
地
の
人
は

嗅
い
て
い
た
。
し
か
し
千
五
百
本
を

こ
え
る
、
城
趾
公
薗
に
満
開
の
小
彼

岸

＾
コ
ヒ
ガ
ン
□
桜
は
　
充
分
な
美

し
さ
で
あ
っ
た
。

花
を

花
に
来
て

花
の
中
に
坐
り

公
図
内
に
荻
原
丼
泉
水
の
こ
の
句
碑

が
あ
つ
た
が
、
ま
さ
に
花
　
花
　
花

で
あ
る
。

桐
生
倶
楽
部
を
早
朝
五
時
出
発
、

そ
れ
も
特
に
混
雑
を
蓬
け
ウ
イ
ー
ク

デ
ー
を
選
ん
だ
。
北
関
東
自
動
車
道

任
勢
崎
ｌ
Ｃ
を
入
り
　
上
信
越
　
長

野
　
中
央
自
勁
車
遭
を
伊
椰
ｌ
Ｃ
で

降
り
、
高
逮
城
趾
公
国
に
十
時
到
オ
。

泥
雑
も
さ
は
と
で
は
な
い
と
思
っ
た

の
だ
が
□
。
時
面
が
経
つ
に
従
っ
て
、

次
か
ら
次
へ
人
波
が
押
し
寄
せ
て
く

る
。
見
廻
す
と
、
飲
食
の
屋
台
、
土

地
の
物
産
や
土
産
物
の
売
店
な
ど
が

数
限
り
な
く
並
ん
で
い
る
。

花
見
を

一
時
切
り
上
げ
て
、
公
園

周
辺
の
文
化
財
　
史
跡
を
見
る
こ
と

に
す
る
。

先
ず
高
遠
町
郷
土
館
。
こ
こ
に
は

口
山
花
袋
が
自
作
の
和
欺
を
書
い
た

屏
風
が
あ
る
。
高
遠
町
宝
に
指
完
さ

れ
て
い
た
．

た
か
と
ほ
は
　
山
裾
の
ま
ち

古
き
ま
ち
　
ゆ
き
あ
ふ
子
等
の

う
つ
く
し
き
町
　
花
袋

郷
土
館
を
出
ろ
と
絵
島
囲
み
屋
敷

が
あ
る
。
大
奥
の
実
力
者
絵
島
が

役
者
生
島
新
五
郎
と
の
恋
を
と
が
め

ら
れ
、
高
遺
に
流
さ
れ
二
十
八
年
間

流
人
と
し
て
喜
し
だ
家
で
あ
る
．

公
国
か
ら
可
成
の
道
程
を
下
り
、

古
い
町
並
を
歩
い
て
み
る
。
立
派
な

格
子
戸
や
鬼
瓦
が
目
を
ひ
く
。
，
藤

国
な
る
土
蔵
づ
く
り
の
茶
頷
、
杉
玉

の
さ
が
っ
た
仙
醸
と
い
う
つ
く
り
酒

屋
な
ど
．

表
逍
り
か
ら
北
へ
抜
け
る
と
建
福

寺
。
石
段
の
両
側
に
、
高
遠
の
石
エ

□
い
し
く
□
と
し
て
名
高
い
守
屋
貞

活
の
手
に
な
る
多
数
の
石
仏
が
並
ん

で
い
る
。
花
の
ほ
か
に
も
結
構
見
る

べ
き
も
の
が
あ
る
。

信
州

一
の
桜
の
名
所
、
高
遠
を
訪

ね
る
四
月
例
会
は
、
参
加
者
三
十
七

名
．
み
な
さ
ん
桜
に
酔
っ
た

一
日
だ

っ
た
。
　
　
　
　
□小
池
久
雄

記
□

薫風の黒桧山
歩く会の5月例会は13日 、黒保根村の花見

ヶ原から黒桧山をめぎした。麓では新緑の木々

が 高さをかせぐにしたがって芽吹きの季節ヘ

と逆戻りし、およそ2時 間をかけてたどりつい

た山頂は、春まだ浅い姜いだ。ここでゆったり

と昼食をとり、展望を楽しんで下山。この日の

参加者は8人  五月晴れに恵まれて心地よい汗

をかいた.
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=新 入社員紹介 =

鵜
生
供
梁
押
に
ぐ
ら
ま
う
春

〓
一
　

月

■
丈
視
に
寄
う
本
ふ
ｔ
６
か
な
　
　
　
　
久
Ｉ
ロ

子
ｉ
應
の
χ

の
単

の
オ
略
む
ま
し
く

　

小
　
Ｌ

●
″
や
イ
チ
ゴ
ほ
ほ
ば
る
ユ
手
ぬ
く
し

苺
　
藤

子
の
声
も
キ
嗚
く
声
も
か
す
み
ヤ

　

　

ん
　
澤

綺
あ
と
の
‘
鮮
か
に
夕
■
の
オ

　
　
　
本
　
ロ

曖
か
や
縁
に
勁
か
ず
え
〓
□は
は
□
と
猫

〓
一
　
れ

屁

し^
し
□
お
ど
し
〓
も
策
む
や
ふ

の
水

五
　
瞑

川
０
が
ろ
ま
ま
草

の
″

の
列
薔
が
る

　

人
　
褪

嗅
か
や
鉤
人
ぬ

ｏ
と
え
擁
ず
　
　
　
　

下
　
■

夜
舛

の
慟
川
な
べ
て
奨
か
し
　
　
　
　
清
　
水

ロ
　
　
コ
月

曰
光
し
を
上
め
〓
Ｌ
の
浅
颯
，
　
　
　
本
　
ロ

イ
に
と
れ
ば
す
ぐ
火
い
て
ス
ろ
ス
早

久
保
ロ

群
′
０
て
口
壕
し
分
け
あ
ふ
桜
■
　
　
●
　
た

か
ら
か
ら
と
わ
ら
べ
地
え
の
ス
■

　

ん
　
澤

春
咤
や
ス
落
■
彗
の
声
商
く
　
　
　
　
下
　
３

明
嗜
を
分
け
春
覧
の
明
け
初
む
ろ
　
　
人
　
掟

増
掟
の
戸
洸
ろ
河
岸
桜
単
　
　
　
　
　
〓
や　
嵐

ス
早
不
々
と
い
ふ
ｔ

一
未
末
　
　
　
　
よ
　
ロ

ぶ
咤
や
Ｚ
刊
ｔ
き
筆
の
〓
　
　
　
　
　
清
　
水

ふ
覧
や
筆
燿
消
え
く
夕
う
つ
つ
　
　
　
有
　
候

春の叙勲に輝く
平成 13年 まの叙勲で 2社 員が受章しました.

同口昇さんが地方自治功労で勲五等双光旭日章を、

糸井京三郎さんがllttI」労で勲五等瑞生章を贈ら

れました.お めでとうございます.

囲碁部会が春の大会

恒例の春季回碁大会が4月 21日、lH楽部 6号 室

でFTIかれ、航自慢の10人が参加し、午前10時か

ら夕方まで、熟い戦いを操り広げました。

優勝は田村寛さん 準優勝は同H光 弘さん 3

位は野田友治郎さんでした.

く将 棋 大 会 〉

優勝 吉成 敏郎   準優勝 木村 俊―

(4月 2S日  6号 室 参加者6人 )

くゴルフコンペ〉

優勝 清水 邦彦   準優勝 上野 武男

3位  阿部 高久  ベスグロ 森口 良徳

ニアピン 清水 邦彦

{5月 6曰 、桐■カントリー、参加者 ll人 )

く麻 雀 大 会 〉

優勝 亀H 和夫   準優勝 石丼 省三

3位 飯山 情治
(5月 12日  くすのき、参加者8人)

*上.・L4大会は文化祭協賛行事です。

【4月】

【5月】

=倶 楽部だより =

写真部会 (3日 )

月次会「花とワインとミュージッ刻 (6口)

理事会 (9回 )

行事委員会 (16日)

歩く会・l会「コヒガンザクラの高遠へ |
(18口)

蓉季田碁大会(文イヒ祭II.賛)(21日 )
はぐるま旬会 (26日)

将棋大会 (文化祭lgl贅)(28日 )

ゴルフコンペ (文イ際 協賛)

於桐生CC(0日 )

理事会 (10目)

麻雀大会 (文化祭協賛,(12H)

歩く会例会 1赤城黒桧山J(13日 )

文化祭 (18日～20日)作 品展
ガーデンパーテイー (20日)

歩く会世話人会 (23曰)

はくるま句会 (28日)

【退社社員】 多 胡 章 夫

社団法人 桐生倶楽部会報 第123号 |
2001年 (平茂13年) 0月 発行 |

]葉

響任

含 :ボ ;L・i株 含会社     |
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パ
ワ
ー
健
在

〒3760035桐 生市仲町2936 社団法人 桐生供楽部 TEL 45 2755

う
だ
る
よ
う
な
厚
さ
が
続
く
こ
の
夏
も
、
桐
生
倶

楽
部
歩
く
会

の
パ
ワ
ー
は
健
在
で
す
。
中
央

ア
ル
プ

ス
木
曽
駒
ヶ
岳
を
日
指
し
ま
し
た
。　
一
方
屋
内
行
事

で
は
、
珍
し

い
利
き
酒

コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
。
夏

の

楽
し
み
方
が
光

っ
た
７
月
で
し
た
。



(2)第 124号 桐 生 倶 楽 部 会 報

じわり感染症、あなどれない

結
核
そ
し
て
性
感
染
症

高
め
よ
う
予
防
へ
の
意
識

６
月

の
月

次

会

は

、

予

防

医

学

の
重

要

性

を

テ

ー

マ
に

、

桐

生

保

健

福

祉

事

務

所

長

の
性

藤

泰

一
さ

ん

が

□
結

核

な

ど

合

め

た
感

染

症

の
あ

れ

こ

れ

□

と

題

し

て
講
演

し

た

。

保

鷹

　

医

療

　

福

祉

の
連

携

を
強
化
し
、
平
成
ｌｌ
年
に
従
来

の
保
健
所
を
改
め
　
専
円
職
員

が
総
今
的
で
立
体
的
な
サ
ー
ビ

ス
を
展
開
し
て
い
る
保
掟
福
祉

事
務
所
．
ｔ
藤
所
長
は
講
流
の

な
か
で
ま
ず
　
健
康
危
機
管
理

と
い
う
観
点
か
ら
感
染
症
の
時

代
的
な
移
り
変
わ
り
に
つ
い
て

ふ
れ
　
昭
和
２０
年
代
の
主
要
死

因
と
な

っ
て
い
た
結
核
、
胃
腸

炎
、
肺
炎
と
い
っ
た
感
染
症
が

こ
の
∞
年
問
に
ど
れ
ほ
ど
激
減

し
た
か
　
ま
た
そ
れ
に
と
も
な

っ
て
進
め
ら
れ
て
き
た
関
連
の

法
整
備
に
つ
い
て
ス
ラ
イ
ド
資

料
を
交
え
な
が
ら
わ
か
り
や
す

く
解
説
し
た
上
で
、
あ
な
ど
る

こ
と
の
で
き
な
い
最
近
の
感
染

症
事
情
に
言
及
し
た
。

た
と
え
ば
結
核
は
、
ず

っ
と

減
少
を
続
け
て
き
た
新
登
録
息

者
数
が
増
加
に
転
じ
　
今
後
も

引
き
続
く
可
能
性
が
あ
る
と
い

う
．
ユ
状
で
み
る
限
り
　
決
し

て
過
去
の
病
気
で
は
な
い
と
い

う
点
だ
。
そ
の
背
景
と
し
て
薬

剤
耐
性
核
菌
の
登
場
、
集
団
感

染
の
多
発
　
高
齢
者
の
増
加
、

検
診
受
診
卒
の
低
下
な
ど
が
あ

る
よ
・つ
だ
．

さ
ら
に
は
　
普
行
し
な
が
ら

深
刻
な
増
加
を
示
し
て
い
る
の

が
性
感
染
症
．
Ｈ
Ｉ
Ｖ

□
エ
イ

ズ
□
感
染
の
話
題
を
き

つ
か
け

に
総
体
的
な
関
心
は
高
ま

つ
て

い
る
も
の
の
、
そ
の
予
防

へ
の

意
識
は
ま
だ
ま
だ
低
く
、
と
り

わ
け
若
い
女
性
を
中
心
に
し
た

ク
ラ
ミ
ツ
ア
感
染
症
の
増
加
が

間
題
と
な
っ
て
い
る
。

あ
る
研
究
機
関
の
統
計
に
よ

れ
ば
、
東
京
の
六
本
木
で
無
，

診
察
券
を
道
行
く
１０
代
の
女
性

３
０
０
人
に
配
市
し
た
と
こ
ろ
、

１
２
５
人

□平
均
年
齢
は
Ｂ

７
歳
□
が
受
診
に
訪
れ
て
　
こ

の
う
ち
の
１
０
２
人
が
何
ら
か

の
性
感
染
症
に
罹
息
し
て
お
り

そ
の
３
割
弱
の
３６
人
が
ク
ラ
ミ

ジ
ア
感
染
症
だ

っ
た
と
い
う
か

ら
、
実
態
は
想
像
以
上
だ
．

佐
藤
さ
ん
は
　
こ
の
回
際
化

社
会
の
を
か
で
新
た
な
感
染
症

へ
の
迅
速
な
対
策
が
求
め
ら
れ

て
い
る

一
方
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
予
防
接
種
に
代
表
さ
れ
る

よ
う
に
、
感
ヽ
症
は
社
会
防
衛

か
ら
個
人
防
衛
へ
と
い
う
ふ
う

に
考
え
方
が
変
わ

っ
て
き
て
い

る
点
を
指
摘
．
生
滸
習
慣

へ
の

備
え
と
同
様
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が

自
分
の
健
康
に
責
任
を
持
ち
子

防

へ
の
意
識
を
高
め
る
こ
と
の

必
要
性
を
説
い
た
．

識
演
終
了
後
の
質
疑
応
答
で

は

　

Ｆ

度
罹
れ
ば
二
皮
は
か

か
ら
な
い
と
い
わ
れ
て
い
た
麻

疹
や
お
た
ふ
く
か
ぜ
に
二
度
か

か
る
人
や
、
大
人
の
患
者
も
増

え
て
い
る
よ
う
だ
が
□
と
い
つ

た
専
円
的
な
質
門
や
　

□
エ
イ

ズ
患
イ
の
実
態
は
ど
の
程
度
の

も
の
な
の
か
□
と

い
一
た
質
問

も
出
る
な
ど
、
感
染
症
に
対
す

る
出
席
者
の
関
心
の
高
さ
を
う

か
が
わ
せ
た
．

□６
月
２６
口
午
後
６
時
、
大
広

間
　
出
席
者
２□
人
．
担
当
理
事
、

岸
、
阿
都
□

桐生保健福祉事務所長

佐 藤 泰 一 さん月次会報告(6月)



桐 生 倶 楽 部 会 報 第 124号 (3)

木曽FIJヶ岳を最高峰 (2956m)と した

中央アルブスは木曽川とス竜川のl●lを仕切

る屏風のような山lFである。また高山地形

としての代表的な景観をもっている.そ れ

はイι満岩の岩肌と花問岩の風化による白砂

ハイマッの緑と高山植物が咲き舌tれる風景

によってである。

背ノ台からじらび平 (16615m)を 経

て千i敷 カール (水河の浸食によつてでき

た雀tl)の 終点駅 (26115m)に 参加者

38名が午前7時前に着く,

宝剣

`を

頭上にあおぐ千畳敷にてお花畑

月辺散策紅と登頂紅に分かれ 午前 7時

16名で駒ケ岳山項へ出発.

背景に南アルプスの鋸 甲斐駒 仙丈の

雄大な景色を見ながらカールを横切り急」・l

面を登 り約 1時 間で茉越浄土に着く.小 休

上のあといよいよ駒ケ岳へ.広 い確線のゆ

るやかなアッブグウンが続きコマクサ ヒ

メウスユキソウ (エーデルヮイスによく似

た花)な どを見ながら駒ケ岳山頂に■前 9

時全貝元気に到岩.口I頂の360度の展望を

楽しむ.北 アルブスの穂高  乗鞍山、木

曽御景山 八ヶ岳、南アルブスの山脈など

のパノラマを楽しみながら軽食をとる。欲

をいえば映嗜でなかつたのが残念であつた.

しかじ千景敷のおiL畑 (約80種 )に ての

高1縫 物の咲き舌Lれる景色は見事であった.

周辺散策lltも登頂組もそれなりに十分満

足した―Hで あつたと思う.桐 生倶楽部に

はキ後 7時 頃全員無事に到着した.

官地 {芳)記

千
畳
敷
の
お
花
畑
と
木
曽
駒
ヶ
岳
登
山



(4)第 124号 桐 生 倶 楽 部 会 報

ユ
　
月

ｔ
希

と

い
う

区

´

う

あ

，

け
，

え

‘

　

乙

　

澤

え

衣

わ

が

子

の
背

え

ま

た
や

び

し

　

　

本

　

ロ

〓

れ

し
ん

の
ま

ま

に
餞

の
よ

れ

か
か

ろ

人

　

梶

逹
ぶ
に
ど
特
た
ざ
る
摯
ら
し
え
‘

　

　

久
■

ロ

え
ネ
迪
晨

も
え

●
き
た
掛
け
　

　

　

　

一
一
　
れ

全
嬉

や
お
う
ん
の
嗜
ス
エ
月
嗜
　
　
　
　
イ
　
瞑

入
在
ま
ぬ
束

に
Ａ
，
し
懺
キ

　

　

　

　

小
　
た

同
冬
会
え
ス

し
て
若
´
え
，

　

　

　

　

オ
　
ネ

・バ
　
月

■
‘

驚

へ

ｔ
ヽ

，

て
え

の
実
え

■

ヽ
と
□
　

え
　

澤

あ

め
ん

ぼ
う

龍

ね

て
水

僣

の
菫

な
，

し

　

本

　

ロ

水

‘

斑

む
水

働

に
こ

ゲ
顔

　

　

　

　

　

　

す

　
χ

十
蒸

の
花

よ
，

ほ
か

の
采

＾
く

ら
□
´

０

き

“
　

ロ

“
養

の
蓼

し
ず

ａ

う

て
竹
落

〓

　

　

　

　

”
　

几

ヱ

山

の
小
流

れ
■

ふ
■
芳

鷲

　

　

　

　

　

久
凛

ロ

す

口
記

住
咤

茫

た

海

綺
沐

し
　
　
　
　
　
　
小
　

池

″

を
″

せ
え

れ

に

浴

い
し
水

●

　

　

　

　

着

　
水

入
“

ざ

ど
く

だ

み

の
た

旬

ひ
ユ

つ
　
　
　
　
布

　

医

欄
生
楓
来
押
に
ぐ
ら
夕
０
春

“舌好調"で す
真夏の利き酒

月次会報告 (7月)

ワインとパンの楽しい組み合わせで、これまで

3回 にわたって憩のひとときを掟供してきた粟回

赤石両理事のコンビが、7月 の月次会では趣向を

一新し、題して 嗅 夏の利き酒コンテストJを 開

催した。

ビール、日本酒、ウーロン茶、ヮイン、ミネラ
ルウォーター 焼酎部円にそれぞれ3か ら5種 の

銘柄を用意。栞田さんの軽妙な語りで利き酒のコ

ツを学びながら 次々とコップで蓮ばれてくる銘

酒を口に含んでゆっくりと味わい 参力i者は銘柄

表に 「これぞと信じるJ舌 の感触を書き込んだ.

あわよくば全間正解をと、ひそかに然えた左党
の思惑は最初のビールでもろくも崩れた力ゞ、それ

でも終わってみればなかなかの好成績。色や香り
の確かめ方に大いなる自信をつけ 合間に味わう
赤石さん手製のパンとの相性を楽しみながら 暑
い真夏の夜はまたたくまに過ぎた.

(7月 26日午後6時半、大広間 出席者30人)

=倶 楽部だより =

:6月】 歩く会例会(10日)
理事会 (ll曰)

歩 く会世話人会 (18日)

月次会 「結核など含めた感I・症あれこれ」
(26口)

はくるま句会 (30日)

【7月】 懇話会「桐生の都市づくリシリーズmlJ
(2曰)

理事会 (10日)
歩く会例会「中央アルブス千畳敷カール

宝剣岳 木菅駒ケ岳J(2122曰 )

はぐるま句会 (24日)
月次会「あなたの舌は大文夫?利き酒コン

テストJ(26日 )

【法人から個人社員へ】
コス モ ー 久 保 回勝 不1

:逆引士樹出ョ】
清水宏康 下山洋―(逝去)

社団法人 桐=倶 楽部会報 第124号
2001年 (平成13年) 8月 発行

発 行 人 塚 越 平 人

編集責任者 木 村 隆 夫
印   扁1 ッボノ印婦1株式会社
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精
神
文
化
が
立
ち
上
が
っ
た
日

T・l上倶楽.T・の会館が完成したの|よ大正人li`,伝続llな機の町に異日晴緒を進び込み モ

ダンなIll神文化が立ち 巨がったIの ことを 少年けllの記惜として鮮りに焼き付けている

人がいる.社 員最古参 ■木茂さん (88)にご登場いただいた.
(本記2、 3面 )

回

相
一

笠 木 茂 さん



(2)第 125号 桐 生 倶 楽 部 会 報

そ

の
始
ま
り
は

一
面

の
田
ん
ぼ
か
ら

桐
生
の
ま
ち
に
初
め
て
と
も

つ
た
バ
イ
オ
リ
ン
教
室

の
灯
は
、

か

つ
て
群
馬
県
随

一
と
う
た
わ

れ
る
販
売
網
を
誇

っ
た
魚
問
屋

の
老
舗

□
魚
萬
□
が
ル
ー
ツ
で

あ
る
。

笠
木
バ
イ
オ
リ
ン
教
室
主
宰

の
笠
木
茂
さ
ん
は
大
正
２
年
９

月
、
そ
の
魚
高

の
４
代
日
と
じ

て
本
町
五
丁
目
の
現
在
地
に
生

ま
れ
た
。

桐
生
は
む
か
し
の
風
情
を
残

し
た
ま
ち
と
は
言
え
、
当
時
と

比

べ
れ
ば
ま
さ
に
隔
世
の
感
が

あ
る
と
語
る
笠
木
さ
ん
だ
。
家

の
隣
に
は
見
世
物
小
屋
が
あ
り
、

そ
こ
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
出
し
も

の
が
あ

っ
た
。

□
主
役

の
ニ
シ

キ

ヘ
ビ

が
逃
げ

出

し

て
、
大

騒
ぎ

に
な

つ
た
こ
と
が
あ

っ
て

ね
□
と
、
そ
ん
な
懐
か
し

い
断

片
を
拾

い
な
が
ら
、
記
憶
の
糸

を
通
り

の
家
並
み

へ
と
た
ど
る
。

□
そ
う
だ
な
あ
、
あ

の
こ
ろ
は

高

い
と

い
っ
て
も
せ

い
ぜ

い
２

階
建
て
、

い
ま

の
第

一
勧
銀

の

と
こ
ろ
に
赤
煉
瓦

の
建
物
が
あ

り
、
小

学
校

３
年

生

の
と
き

に
金
善
ビ
ル
が
で
き
て
ね
、
そ

の
２
つ
が
飛
び
抜
け
て
い
た
か

な
□
。
父
親
の
笠
木
萬
吉
さ
ん

が
倶
楽
部
創
立
時
の
社
員
だ

っ

た
関
係

で
、
会
館

の
建
設
の
槌

音
は

つ
ぶ
さ
に
聞

い
た
。
そ
こ

は
、
通
り
の
ほ
ん
の
少
し
東
に

入

っ
た
だ
け
な
の
に
、
あ
た
り

一
面
の
日
ん
ぼ
だ

っ
た
こ
と
を

よ
く
覚
え
て
い
る
と

い
う
。

魚
高
は
、
初
代
笠
木
作
蔵
さ

ん
が
乾
物
、
塩
物
を
商

っ
た
魚

作
が
は
じ
ま
り
で
、
明
治
２０
年
、

２
代
日
高
吉
さ
ん
が
創
業
し
た
。

両
毛
線
が
桐
生
　
足
利
間
で
開

通
し
、
桐
生
駅
が
で
き
た
こ
と

で
魚
問
屋
と
な
り
、
大
き
く
躍

進
す
る
。
笠
木
さ
ん
の
父
親

の

代
に
な
る
と
、
事
業
は
さ
ら
に

拡
大
し
、
大
正
６
年
に
は
魚
市

場
の
設
立
を
手
が
け
、
１１
年

に

は
相
生
村
に
製
氷
会
社
を
設
立
。

ま
た
東
武
新
桐
生
駅
と
本
町
を

寵

■

を

□

と

瀬

ョ

た

た

σ

カ

笠
木
バ
イ
オ
リ
ン
教
室
の
始
ま

り
と
な

っ
た
。
お
店

の
方
は
そ

の
後
、
小
売
り
に
変
わ
り
、
残

る
従
業
員
た
ち
が
営
業
を
続
け

た
が
、
昭
和
４３
年
、

の
れ
ん
を

た
た
ん
だ
。
し
か
し
、
バ
イ
オ

リ
ン
教
室
は
そ
れ
か
ら
半
世
紀
、

夫
人
の
せ

い
子
さ
ん
と

の
二
人

三
脚
で
着
実
な
歴
史
を
積
み
重

ね
て
、
現
在
に
至

っ
て
い
る
。

□
桐
生
倶
楽
部
の
社
員
と
し

て
、
私
は
こ
れ
ま

で
あ
ま
り
行

事
に
は
参
加
し
て
こ
な
か

つ
た
。

戦
後
し
ば
ら
く
は
会
費
を
収
め

る
の
も
苦
し

い
と
き
が
あ
り
ま

し
た
よ
。
で
も
ね
、

い
ま
は
や

め
ず
に
き

て
よ
か

つ
た
な

っ
て
、

そ
う
思

っ
て
い
る
ん
で
す
□
。

会
館
が
竣
工
し
た
と
き

の
興
奮

は
、

い
ま
も
忘
れ
な

い
。

□
横

浜
に
父
の
妹
が

い
て
、
桐
生
は

日
舎
ね

っ
て
、
よ
く
言
わ
れ

て

い
た
ん
で
す
。
だ
か
ら
あ

の
モ

ダ

ン
な
欧
風
建
物
が
完
成
し
た

と
き
、
ほ
ん
と
う
に
う
れ
し
く

て
ね
。
お
ば

に
言

っ
て
や
り
ま

し
た
。

□
桐
生
は
も
う
日
舎
じ

ゃ
な

い
よ
、
だ

っ
て
桐
生
倶
楽

部
が
あ
る
ん
だ
か
ら
□
と
胸
を

張

っ
て
□

老
舗

の
後
継
ぎ
と
し
て
、
こ

れ
と

い
つ
て
力
を
発
揮
す
る
こ

と
は
で
き
な
か

っ
た
。
だ
が
、

バ
イ
オ
リ
ン
と

い
う
心

の
栄
養

を
こ
の
町
に
持
ち
込
ん
だ
。
そ

の
原
点

で
ひ
と
き
わ
輝
く

□
桐

生
倶
楽
部
□

の
会
館

で
あ
る
。

モダンの調

野間清治胸像

野間家から寄贈
桐生出身で講談社創設者、野間清治氏

の駒像が9月 4日 、桐生倶楽部に寄贈さ

れました。

胸像は市内新宿の野間定子さん(故人)
方にあったもので、別館で行われた受け
入れ式には倶楽部佃1から塚越平人理事長
と、小池久雄、飯山清治の2氏が、また

野閲家からは野間静子さん、野間信子さ
ん、野間善弘さんが出席しました。会館
の建設にもゆかりの深い先達、4号室に

末永く安置されることになりました。
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会
館
は
笠
木
少
年
の
誇
り
だ
っ
た

結
ぶ
バ
ス
路
線

の
迎
行
に
も
カ

を
注

い
で
い
る
。
遠
く
北
海
道

か
ら
、
魚
萬

の
魚
は
列
車
貸
切

で
や

っ
て
く
る
．
笠
木
さ
ん
が

そ
の
父
の
後
を
継

い
で
店
に
入

つ
た
と
き
、
住
み
込
み
の
従
業

員
だ
け
で
も

２５
人

い
た
と

い
う

か
ら
、
人
き
な
商
売
だ

っ
た
，

た
だ
、
人

に
は
向
き
不
向
き

が
あ
る
と
笠
木
さ
ん
は
言
う
．

後
継
者
と
し
て
育
て
ら
れ
た
も

の
の
、
ほ
と
ば
し
る
活
気

の
中

に
身
を
置
く
よ
り
、
少
年
時
代

か
ら
親
し
ん
だ
バ
イ
オ
リ
ン
の

音
色
が
好
き
だ

っ
た
．
後
に
Ｈ

本
の
バ
イ
オ
リ
ン
界
の
大
御
所

と
な
る
、
井
き
日
の
鈴
木
鎮

一

の
薫
陶
を
一支
け
た
．
戦
争

の
影

が
し
の
び
寄
る
と
と
も
に
、
商

売

の
勢

い
も
次
第
に
縮
小
さ
れ
、

昭
和
Ｂ
年

に
父
親
が
亡
く
な

つ

て
名
実
と
も

に
４
代
日
と
な
り
、

後
を
受
け
継

い
だ
．
倶
楽
部

の

社
員
と
な

っ
た
の
も
こ
の
年
で

あ
る
．

や
が
て
戦
争
が
終
わ
り
、
こ

れ
か
ら
の
生
き
方
を
思

い
巡
ら

し
て
い
る
と
き
、

□
鈴
木
鎮

一

の
弟
子
□
と

い
う
う
ゎ
さ
を
聞

き

つ
け
た
疎
開
の
人
か
ら

□
ぜ

ひ
子
ど
も

の
バ
イ
オ
リ
ン
の
お
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桐生の向かう道

長尾経済部長が講話

桐生倶楽都懇議会の 「構生の都市づくリシリー

ズJの 第2回 は9月 27日、市の長尾昌明経済

“長を迎え、午後7時から2号室で催された。

長尾部長はまず、第4次総合計面に基づく絆来

都市像のaか で、経済部の仕事となるファッショ

ンタウン構想の促進と、産学官民による 「まちの

中に大学があり、大学の中にまちがある」推造協

譲会について、こんごの取り組みを腋った。

ファッションタウン構想に関しては、そこに発

生するさまぎまな提言を吸収し、民田の活働を穫

極的に支援していきたいとし、 「物づくりのE史

翅 雨 ゝ 「晦 鋼 睦 細 廂 鋼

「女性力trく都市」 「コミュニケーシヨンする椰

市Jの 5つの職略を議本にすえ、産栞観光ピジヨ

ンを実現していきたいと述ぺた。一方、産学官民

の連揚では、すでに地場産栞振興センターを交流

の拠点としてその活月をはかっている力'、大学関

係者にはもっとまちへ出てもらい、市民にはもっ

と大学を利用してもらうよう こんごさらに環境

整備に力を入れたいという。ベンチャー企葉青成

のため目際会餞や学術会議を開催できるよう、ま

た情筆拠点の菫備なと、支援体制を整えていかな

ければならないものは多いようだ。

そのほか、工葉、商茉、良林薬、観光なと広範

にわたってその施策を解説。ただ近年の不況と日

の財政事情から地方自治体の置かれる立場は年々

蔽しくなっている。地方交付税 あるいは道路財

源などがどうなっていくのか、骨太の改=の 動向

は注意深く見守つているとも述べた。

=倶 豪部だより =

【B月】 理事会(10日)
歩く会せ着人会(21日)

はぐるま句会 (24曰)

:0月 】 野問清治氏胸像受け入れセレモエー(4日)

歩く会 月次会 (9日 )

裏磐悌五色湖散策 中上

理事会 (17日)

歩く会世話人会 (18日)

はぐるま句会 (27日)

懇話会「In生の椰市づくリシリー和 02J(27日)

lmuR l
吉 口 II次   自 石 泰 元
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二
人
の
融
合
は
桐
生
が
あ
っ
て
初
め
て
成
し
得
た

羽
仁
五
郎
と
野
間
清
治

2001平成13年12月10日

羽仁五郎生誕百年記念講演

講談社出版研究所社長

朝倉光男さんが秘話

講
談
社
の
現
代
新
書
か
ら
生
ま

れ
た
羽
仁
五
郎
さ
ん
の

□私
の
大

学
□
の
編
集
者
、
朝
倉
光
男
さ
ん

が
Ｈ
月
２６
日
、
桐
生
倶
楽
部
で
講

演
し
た
。
人
民
史
観
の
羽
仁
さ
ん

と
、
大
衆
文
化
を
標
榜
し
た
野
間

講
談
社
、
朝
倉
さ
ん
は
周
囲
か
ら

□羽
仁
さ
ん
は
講
談
社
で
は
書
か

な
い
だ
ろ
う
□
と
言
わ
れ
た
と
い

う
。
だ
が
羽
仁
さ
ん
は
引
き
受
け

て
く
れ
た
。

□羽
仁
さ
ん
は
そ
う

い
つヽ
セ
ン
チ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
は
学

問
か
ら
排
除
し
た
い
と
い
う
方
で

し
た
か
ら
、
決
し
て
口
に
は
し
ま

せ
ん
で
し
た
が
　
と
も
に
桐
生
に

生
ま
れ
、
同
じ
ふ
る
さ
と
を
持
つ

と
い
う
思
い
が
、
気
持
ち
の
中
に

あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
そ
ん
な

ふ
う
に
考
え
て
い
ま
す
□
。
名
著

の
誕
生
秘
話
で
あ
る
。
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久
保
田
さ
ん
、旅
語
り

講
談
社
出
版
研
究
所
社
長
の

朝
倉
光
男
さ
ん
が
羽
仁
五
郎
さ

ん
の
書
籍
編
集
を
企
画
会
議
に

か
け
た
の
は
、
講
談
社
に
入
社

四
年
目
、　
一
九
六
〓
年
の
こ
と

だ

つ
た
。
承
諮
し
て
く
れ
た
理

由
は
、
同
郷
で
あ
る
と
い
う
隠

れ
た
思
い
と
と
も
に
、
現
代
新

書
の
基
本
方
針

□講
談
社
ら
し

10月の月次会は医師久保日裕―さんを講師に

招き、題して 「ベ トナム、カンボジアに遊ぶ」。

今年のゴールデンウイークを利用して赴いた旅

のみやげ話を、参力,者はベ トナム風料理を味わ

いながら楽しんだ。

ツアーに参加しても―人旅になつてしまうこ

とが多いという、いつぷう変つた旅を好む久保

日さんだが、今回も気楽な一人旅に。めぐり歩

いた史跡の話や、過去の旅行の逸話をたっぶり

披露してくれた。 (10月19日、二階大広間)

羽仁五郎生誕百年記念講演

驚
く
べ
き
記
憶
力

話
は
そ
の
ま
ま
本
に
な
っ
た

旅
の
シ
ョ
ッ
ト

久
保
日
裕

一
さ
ん
と
抱

擁
を
か
わ
す
の
は
　
か
つ

女
の
ボ
ス
タ
ー
で
、
何
が

幸
い
す
る
か
わ
か
ら
な
い

と
い
つヽ
思
い
出
の
シ
ョ
ッ

ト
だ
。

あ
う
と
い
う
点
で
、
伝
え
聞
く

野
間
清
治
像
と
あ
い
通
じ
る
も

の
が
あ
っ
た
と
い
う
。

葉
山
を
訪
間
し
、
食
堂
の

一

角
で
話
を
閏
き
、
筆
記
し
た
。

通
つ
た
の
は
三
回
、
話
は
そ
の

ま
ま
文
章
に
な
っ
た
。
登
場
す

る
人
名
は
二
百
二
十
人
、
こ
の

う
ち
姓
だ
け
で
名
が
出
な
か
っ

た
の
は
た
っ
た

一
人
で
　
あ
と

は
す
べ
て
フ
ル
ネ
ー
ム
で
語
り

続
け
、
い
つ
ど
こ
で
会
い
、
ど

ん
な
話
を
し
た
の
か
ま
で
、
メ

モ
な
し
で
伝
え
て
き
た
。
驚
く

べ
き
記
憶
力
の
逸
話
で
あ
る
。

桐
生
の
話
も
よ
く
聞
か
せ
て

く
れ
た
と
い
う
。
ミ
ル
ク
を
た

っ
ぶ
り
入
れ
た
コ
ー
ヒ
ー
を
好

み
、
新
闘
は
毎
日
、
隅
か
ら
隅

ま
で
読
む
。
孫
に
対
し
て
も
厳

し
い
祖
父
だ
っ
た
が
、
握
手
を

し
て
く
れ
た
手
は
と
て
も
柔
ら

か
く
て
温
か
く
、
そ
の
人
柄
が

し
の
ば
れ
た
と
、
懐
か
し
そ
つヽ

に
語
っ
て
い
た
。

く
な
い
も
の
、
教
養
書
で
あ
る

こ
と
、
後
世
に
残
る
も
の
□
に

賛
成
し
て
く
れ
た
か
ら
で
は
な

い
か
と
振
り
返

っ
た
。

羽
仁
さ
ん
の
初
対
面
の
印
象

は

□人
を
見
下
す
こ
と
を
し
な

い
人
□
、
若
い
編
集
者
に
も
き

ち
ん
と
対
応
し
て
く
れ
て
、
人

を
信
用
す
る
、
互
い
を
尊
重
し

初
の
幹
事
役

狩

野

喜

範

さ
ん

仙
人
岳
、
虎
の
尾
山
な
ど
の
ピ

ー
ク
の
総
称
を
黒
斑
山
と
よ
ん

で
い
る
▼
午
前
５
時
３０
分
ま
だ

暗
い
な
か
桐
生
倶
楽
部
を
、
参

加
者
１８
名
で
出
発
す
る
。
車
坂

峠
に
は
午
前
８
時
少
し
前
に
着

く
。
み
ご
と
な
自
然
庭
園
を
つ

く
る
車
坂
峠
を
、
午
前
８
時
に

出
発
。
高
度
を
か
せ
ぐ
に
従

っ

て
　
背
後
に
北
ア
ル
ブ
ス
が
姿

を
現
わ
す
。
槍
岳
、
穂
高
、
剣

岳
、
立
山
な
ど
、
右
手
側
に
は

富
士
山
、
蓼
科
山
、
八
ヶ
岳
な

ど
が
は
っ
き
り
と
望
め
る
▼
黒

斑
山
頂
に
は
午
前
１０
時
１５
分
に

到
着
。
第
二
外
輸
山
の
雄
大
な

前
掛
山
を
目
の
前
に
な
が
め
な

が
ら
休
憩
す
る
。
最
高
の
上
天

気
の
中
の
美
し
い
景
観
に
我
を

忘
れ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
▼
下
山

は
中
の
コ
ー
ス
を
通
り
全
員
、

元
気
に
車
坂
峠
に
着
く
。
小
休

止
の
あ
と
小
諸
の
菱
野
温
泉
、

常
盤
館
に
で
入
浴
を
す
る
。
旅

館
の
ロ
ビ
ー
か
ら
登
山
電
車
を

つ
か
っ
て
展
望
露
天
風
呂
に
行

く
。
標
高

一
〇
五
〇

皿
の
浴
槽

か
ら
、
八
ヶ
岳
、
蓼
科
山
、
富

士
山
、
佐
久
平
を

一
望
し
な
が

ら
入
浴
す
る
▼
桐
生
倶
楽
部

ヘ

午
後
４
時
少
し
過
ぎ
に
到
着
、

上
天
気
の
な
か
、
楽
し
い
一
日

で
あ

っ
た
。

□宮
地
秀
吉
記
□
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口
用
力
＾
ヘ
バ
祀
駆
□
自

□１０
月
□

叙勲、県功労で2氏に栄誉

平成13年度のfIの叙勲と県功労者で倶楽部の

2氏 が受章、表彰されました.酒 類業振興功労

で矢野昭さんが勲五等双光旭日章、県表彰は労

rll功労の佐羽秀夫さんです.お めでとうござい

ます。

=新 入社員紹介=徹
称略)

阿倍 安 雄

桐生市錦町3丁日1番39号

阿部登合資会il

昭和6年 1月26日生

TEL44 2424 FハX44‐2426

石 関  博

桐生市仲町1丁口lltt19号

昭和10年7月12口生

肌 44-8224

根 津 紀久雄

桐生市天神町3丁日l ltt13=

群馬大学教授

昭和14年2月11日生

TEL30 1535 FAX30 1599

岡 田 一 男

勢多椰新ユ村新
"10684桐生市市民文イヒ会館館長

昭利16年l月26曰生

TEL40 1500 FAX46 1126

思

い
が
け
な

い

て
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鑑賞会報告
美榔 保 倉 ― 郎

午前 7時 32分新桐生より渡遷 保倉夫妻の3

名ででかけ、浅草から京急線で横浜へ着き 横浜

に住み、この展覧会の5カFIに散る会場の案内を

調べてもらったIi川敏子と合流して専用バスで 「み

なとみらいJの 会場へ向かつた.

バス停から雨の中を入り口に向かう間も野外展

示の作品が見られた、 |パ ンフイコ横浜Jの 裏側

に屋上から吊るされる巨大なグラスハツパーの彩

t像 は、雨と風のため危険とされこの日は展示を

はずされた。

事前に保倉は下見をじたから、一応の事は知っ

ていたが、4人 で連れ合つて見ながら改めて驚愕

する.な にしろ美術展とは言うものの―般的な概

念とは飛躍的に違つていて、画布に描かれた 「絵J

は一枚も無く、映像と音響と動くオブジェやイン

スタレーションとIFされる建築物や数メートルの

落水をともなう床の上の水の広がる流水光景、果

ては実際の貨車―台に機関砲の弾痕で欠だらけに

して中から照llと音声を発してアッピールする、

オノ ヨウコの作品もある。

インスターレステングなのは、強烈な実態的な

ポルノ4品 とストーリーをもった展示や 草l・IIT

生の制作で 鏡を使った無限に広力'る無数の金属

球体を款りば0た 超複雑な虚像空間のショッキン

グだろう。壁に幾つもの穴をあけ 帆くと隣の室

内が見える?… ―と言う当たり前にしてふざけた

シーンがあるが、これとて段々に落ちついて来る

と、それなりに普遍性のある感情表現があり、新

しいジャンルの発見とスタイルの発明の中にも

しみじみと感じる 「もののあわれJが あるものだ

と気付く.

私建は |モダーン アートJの 信奉者と自負し

ていながら コンテンポラリー アートについて

行けない現実を知って匝然とした !

「歳 トッタナーJと 感じながら会場を出て 遅

い昼食とも早い夕食ともとれる食事を中華街で楽

しみ 帰りの電車の中でも 「横エトリエンナーレJ

の話題が止まなかった。残合なことに、会場での
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=倶 楽部だより =

【10月】 理事会(10日)
歩く会例会「黒lI山と菱野温泉J(14口)

月次会「ベトナムカンボ″ に遊ぶJ(19日)

歩く会世話人会(22曰)

はぐるま句会(25回)

秋季四書大会(27日)

【il月】 行事委員会(9日)

歩く会例会「鳴神山へ (ll曰)

理事会(12日)

文化活動委員会(19曰)

月次会「羽仁五郎生誕百年記念議演J
(26日)

はぐるま旬会(27日)

歩く会世話人会(27日)

写真部会 (28日)

写真の撮影は許されなかった。 ll月 10日
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□
工
学
部
の
た
め
に
□

動きに関連して、学校の創設に深くかかわつ

でいる桐生倶楽部の立場をあらためて述ベ

たものです。

総会では今↑度事業報告と決算および監

査報告 また新年度事業計画と予算案など

3議 案がすべて承認されたはか、減少する

社員の増強運動がふたたび日「tと して掲げ

られました.

2002

〒3760035桐 生市仲町2936 社団法人 桐/t倶楽部 TEL 45 2755

署杏露皐理事長、改めて倶楽部の立場

平成14年度定時社員総会

「群大工学部は私たちのまちの大学ですJ.

将来にわたつていつまでもこのまちととも

にあるように その実力をいっそう高めて

いくためにflたちにもできることがあると、

塚越平人理事長はl月30日に関かれた平

成14年度定時社員総会のあいさつで こ

う語りました.

群大と埼大との合併協誠など、にわかな
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桐
生
の
あ
る
べ
き
姿
め
ざ
す

先の見えない景気の低迷、アメリカ

の同叶多発テロ アフガン間題など

新世紀のさまぎまな課題を持ち越しつ

つ迎えた平成14年.桐 生倶楽部の新

年=ネし会が 1月 4日 に開かれ あいさ

つに立った塚越+人 理事長は改めて、

こうじた時代だからなおのこと、継続

めに、足元から積みJiげていくことが

重要だと語りました.

なかでも 悲IIl的観 lll力t多い経済に

関し、ユーロの登場によつて欧州にで

さた経済的なグルーブは、同本にとっ

て新しい市場ができたというブラスの

要素であろと日銀関係者の見方などを

紹介しながら、「こうした仕事にこそ

中小企業があたるべさで そこではと

りわけ戦人の重,佳 が増す |と 強嗣.

桐tで 展開されている産学官の共同体

のさらなる充実に期待を専せ またフ

ア′シ3ン のまちなどを応援しながら

桐生のあるべさ姿を目指していきたい

と、新年度の日標を場げました.

新暮にふさわしく、この口の互礼会

には観世●t桐生観友会による謡‖の‖l

し物が用意され、寺田美代子さん、小

倉有紀子さん 山根照代さんの小餃と

坂本能理雄さん 寺田章さん 池口博

保きん 渡辺―也きんの地謡で 「鉢木」

「羽衣 |の 二曲を披露。況■にrtを添

えました.(2階 大ホール 参力暗 61人)
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戦跡訪ね、平和を願う

20世紀を回顧し大平洋戦争の更

跡を訪ねて平和への願いを新にし

ようという3回 シリーズの旅行も

今巨が最終回となりました。午前

5時 45分桐生を出発、 8時 半横須

賀市夏島に到着。この地は終戦ま

で 曰帝国海軍の基地だつた処で戦

後は主に自動車関連の工業団地と

なっています。ここに点在する 「明

治憲法起草の地記念tFJ「海軍航

空隊発祥の地記念碑J「予科練発

の教え子で 偶沐にも数年ぶ

りの師弟再会を果たし 参加

者 一同から喝来を浴びました。

下船後、艦を去る時は乗組員

の方々がII側に並んで 「1冒を

振れJで 送つて下さり 感激

ものでした.

昼食は本町 (通称ドブ板通り)

の14亭で海軍カレー.海 軍草

創期に兵員の栄養確保の為イ

ギリス海軍の指導でレシピを

4つ たとか.丼 鶴と横須賀で

横須賀の旅
歩く会 ・美術部協賛

祥の地記念碑Jを 1頁次訪ねた後

lo時海上自衛隊技須賀地方総監部へ到着.か つ

ての 「横須賀鎮守府Jの 穫能を果たす海自の司令

部ですが 日飯守府建物は今では米軍大平洋艦隊

の総司令部として人リエーつ隔てた米T基 地の中

に在ります.(当 初米軍基地内のヴェルニーと小

栗上野之介の史跡を訪ねる予定でしたが、アフガ

ン戦争の為残合ながら基地べの立ち人り見学は某

たせませんでしたい 海白広報担当菅原准尉さん

の案内で接岸中のイージス艦隊を兄学の後 海岸

伝いに船越基地へ事動 停泊中の護衛艦 「しらゆ

きJに 栞船して艦1/1を見学.10人 ずつ 5つ のIll

に分かれ夫々乗込みの下士官力1懇切丁寧な案内を

して下さいました. 日海軍の巡洋艦クラスの|.な

がら 載聞 (防衛 ?)能 力は大型戦艦並みの装備

を持つていることに56年の時の流れを感じました.

案内係を勁めてくれた内の―人桐生出身の正回海

士長さんはビ
'タ

ー参加の企森さん (元高校教諭)

本家争いをしています。食後は

'|で
猿島へ渡り日

海軍の砲台跡 レンガせりの弾薬庫跡などを見て

回り 三笠公園べ戻って回本海海戦の旗艦三笠を

見学、束郷平八郎の偉業に触れました.

帰路横浜美術館で明治初期に活躍した陶芸家

宮川香山の回顧展を兄てキ後8時+桐 生帰着.4ヽ

春日和の口暉曰 有意義な一口を過ごしました.

アフガンの緊張した状況を曰々テレビで知らさ

れるrlNたちにとつて、国際紛争が決して他人事で

は無いことを実感させられた今回の基地訪問でし

た。

この原稿を書いている最中、歩く会世話人代表

藤丼龍人さんの青卜報に接しました.懐 かしい思い

出の数々は筆舌に尽くせません。博誠でいつもに

こゃかなジェントルマンだった藤丼さんを偲び、

心からご冥福をお祈り申し上げます.

(村田 記)
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楽 しみ山盛 り
恒例 クリスマス祭

桐生倶楽部恒例のクリスマス祭が昨年12月 8

曰に開かれた.

聖書朗読や贅美歌の合1昌 ミニコンサー ト、ま

たおい じい料理やお英子 クリスマスプレゼント

など、盛 りだ くさんの楽 しみが用意され 子ども

たちにたいへん人気のある催 し.ミ ニコンサー ト

は昨年に続 き 須永山紀子 さんのピアノ演奏で

関口陸海さん 贅海 さん母娘が歌を披露.明 るく

節 り,け られた2階 ホールは 歓声もましえ に

ぎやかな夕四気に包まれいてた.

(参加者61人 )

【退社社員1

阿部光4(返 去)

武丼正充 (Ir去)

藤丼龍人 (近よ)

五十嵐iに雄 輛 望退社)

歩く会、初登り
歩 く会 1月

'∫

会は、

新=lB例 により雷妻

に登山 (平成14年1

月 13曰 )で す.吾

妻公日駐車場に 9時

集合 し、先ず昨年暮

に急逝 されました会

長藤丼 さんの御冥福

をお祈 りし全貝で黙

祐を棒げました.新

休制の初めての倒会

にもかかわら

"ヽ

事

務局の長尾 さん高草

木さんはじめ29名の方々の御参力]を戴き、天候

にもめぐまれて新年にふさわしく,先 よい山歩き

のスタートを切る事が出来ました.9時 15分に

夕き出し 10時 10分には全員山頂に立つ事が出

来ました.20分 程休憩の後 女吾妻|すlA峠から

宮本町に下 り、11時40分 「そば―Jに 至1着.●

食会の楽しい一時を道ごし流れ解散となりました.

(後藤 ―a)

=倶 楽部だより =

【12月】 クリスマス祭 8日 1土)
歩く会lll会  9日 (土)

美llJtt171贅「横須賞 普と今を訪ねて|

理 事 会  10日 (月)

はぐるま句会 2]日 (金)

句会後 喜田館にて忘年会

【1月】 新年iネL会  4口 (今,
理 事 会  ll日 {金)

歩く_‐llltt  13日 t日) 吾喪山登山

歩く会世話人会 2]日 {月)

はぐるま句会 2811(月 ,

旬会後 味感にて斬年会
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チ
ョ
モ
ラ
ン
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の
夢
に
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桐生山岳会、来月アタック
2月 の月次会は この春に世界の最

高峰チヨモランマにlllむ桐生山岳会の

応援企画として19日開催され 楢口

宗平会長がその夢の道のりを語つた.

隊員11人 最高齢は67歳、著名な

登山家今井通子さんも参加する今回の

壼征は、同会の結成ll来半世紀 冬山

を登 り除々に力をつけながら、「きっ

といつか」と、胸の中で温めてきた計

画だつた。「キリマンツャロやヨーロッ

パの山は個人でも行けるが、チョモラ

ンマは遼う。テントやローブや酸素な

ど、日本から送 り出す荷は約 1ト ン。

何から何まで金がかかります。でも今

回は 年金をもらつているような人た

ちまで援助してくれてほんとうにあり

がたいJと 語つた樋口会長は 成功の

条件として高度障害の克服、天lFの安

定をあげた.し かしその点は 「日本一

のHt略家、8千 メー ルヽ峰の豊かな経

験など、知力と体力と技術、心強い

"間が集まっていますJと いう。

またこの口は吉日文江隊貝が、昨年

登頂に成功した束北隊のビデオを上映

しながら登山ルー トを解説.館 内では

支援を日的にしたTシ ャツ販売なども

行われた。小池久雄冨1理事長は 「桐生

市民に対する勇気づけになりますJと

話し、同会の壮大な″殴 にエールを送つ

た.

登山隊員はすでに日本をたち、5月

のアタックをめぎして現在活動中だ.

樋
口
宗
平
会
長
が
講
演



(2)第 128号 桐 生 倶 楽 部 会 報

桜
の
下
で
ワ
イ
ン
会

月次会報告 (3月)
3月 の月次会は、味わい企画としてすっかり恒

例となったワインの架しい勉強会だ.観 lll史上最

も早い桜の開花 と重なつて まずは中庭に出て、

満開の桜の下で乾杯。ときおり吹く花散らしの風

が、いっそうの趣を添えた。

栗日詔三さんをアドバイザーに、赤石清安さん

の手作リパンを味わいながらワインを楽しむこの

催しは 会を追うごとに人気を呼んで 今回が 5

回目。乾Ir・のあとはいつもの 2階 大広問に移 り

フランスワインを中心に栞日さんが味わい方のこ

つを伝授。57人が参加した。

桜前線の動きをにらみつつ、いつものワインと

パンに観桜の会もつけようという欲張り企画を見

事に成功させたのは木村隆夫、赤石両理事で、ラ

イトアップに映える満開の花に 参加者たちも満

足そうだった.(3月 30日)

マンサクの石尊山ヘ
歩く会の3月,1会は マンサクの咲く展望の山

歩き.好 天に恵まれた10日、石尊山から深高山

を款策し 16人 が参力|した。
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歴史と自然のほとりを散策

2月 10日(日)の歩く会は自島の越冬地 「多々良沼J

とそこに隣接する 「彫刻の小径J「群馬県立館林

美術館J等 を訪れました.午 前 8:30倶 楽部集合、

参加者35名にて乗用車10台に分茉、9:30史 跡 「日

向の義民地蔵」到着。国道122号 に面した30坪 ほ

どの敷地に高さ15メ ートルほどの地蔵菩薩を奉っ

た質素な廟です。

編吉が館林城主だった頃 (1675)年 貢徴収の

役人が不正を働き農民が大変疲弊し、農民たちは

救済を求めて藩主に直訴をしました.そ の結果願

いは叶えられた代 りに、首謀者の18人がこの日向

の刑場にて斬首処刑されました。29年の後 近隣

の農民が義民の冥福を祈って地蔵を建てて供養し

たのがこの義民地蔵です。二百年後の明治33年 、

足尾鉱毒事件の被害農民が鉱業停■を政府に訴え

ようとして警官隊と衝突、「川帳 事件Jと なりま

すが、この辺りは反権力の気風の強い土地柄のよ

うです。

9:5峨 婆沼着。白鳥が飛来越冬するのは 正

確には多々良沼の西に位置するこの袈婆沼です。

今年の飛来数は百羽を超えたとのことですが、こ

の口観察できたのは子供のコハクチヨウが50羽程。

昼間は親鳥は餌を求めて他所へ働きに出ています。

多々良沼に浮かぶ 「弁天島Jは 北条氏所縁の史跡

七百年前の鎌倉幕府の終焉を偲びました。美術館

の駐車場に車を置いて 「彫刻の刻ヽ径Jを 款策。=

町時К、上杉氏の家巨でこの地方の続治者であつ

た大谷休泊が防風保安林として築いた松林が、五

百年の時を超えて引き継がれ、今では30基以上の

彫刻を配したブロムナードとなって市民の憩いの

場になつています。暗黒の室町時代に新田開発や

灌漑など農政事業家として様々な偉業を遺した休

泊は、中世日本史において大変意姜深い存在と言

えます。心を和ませて呉れる穏やかな表情の彫刻

作品の数々を参カロ者一同大いに楽しみまじた.松

林の―隅に松本夜詩夫の句碑が在 りました.

「―月の 夕日沼越ゆ 0松 原J。

11:45美 術館到着。ここは昨年 (平成13)10月 、

県内2番 日の美術館として開館、黒田亮子さん力'

館長を務めておられます。建物は 「水と緑Jを テー

マに、大阪芸術大学の高橋乱―名誉教授が設計し

ました.エ ントランスホールで主任学芸員の逮藤

さんから美術館の概要 展示4品 の説明などを受

けた後 三々五々美術鑑賞をして流れ解散。当日

は近代美術館 (高lll)所蔵の中から群馬県所縁の

作家の作品を集めた企画展、フランソワ ボンボ

ンをはじめとした館林美術館所蔵の彫刻、ピカソ

ムンク ルオー ウォーホール等の版画など盛り

沢山の展示作品を楽しみました。布製の造形作品

には皆さん―様に深い関心を示していました。別

館は南仏の田舎家をイメージして道ったワーク

ショッブで内部にボンポンのアトリエが再現され

ています。出入り口の木製大扉とトイレ水道蛇口

の陶器の化粧はフランス製でとてもお洒落でした。

美術館内のレストラン イル コネットで食事の後、

皆さん3:OO頃 までには帰桐。この曰この冬―番

の寒気が来ていて肌を剌す様な寒さの中でしたが、

文イヒの香り高い有意義を休日七過ごしました。

(村口記)
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3月 はしめ 事務局にパソコンカゞ導入されまし

た。折々の書類や名簿づくり、行事案内の4成 な

ど、すでに実践的な活用力i始まっています.担 当

の長尾洋子さんはパソコン歴10年、高草木淑子

さんはこれを機にパソコンを習得しようと、自宅

に同じ機種を購入し、特訓中とか。「社員の方々

からも、わからないことがあったら逮慮なく相談

して、と力強い応接をいただいてます。頑張らな

くちゃJと 意欲的だ。

メールによる通信も可能になった。アドレスは次

事務局にパソコン

kiryuphf@sunfield.ne. jo

=倶 楽部だより =

【2月】 歩く会例会
(多々 良沼周辺散策館林美術館)(10日)

の通 り。 理事会

歩く会世話人会

(12日)
(18曰)

月次会 (ヒマラヤマにかける夢)(19日)

はぐるま句会

:3月】 歩く会例会

(28日)

(29日)

(満開の桜の下で乾杯 !)(30日 )

(石尊山から深高山へ)(10日)

理事会           (ll日 )

歩く会世話人会        (ll日 )

はぐるま句会

月次会

【拒囀土劉じ員】

笹川 勝正 ni森  幸雄 永口泰之助

アラ産紳  金子 匡男 刀ヽ島 国次
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華やぐ春の文化祭
桐生倶楽部の第28同文化祭が 5月 17日から19

口までの3日 間、開催された。

絵や写真のほか やきものや束1績 俳句など、

社員やその家族の力作がずらりと並んだ2階大ホー

ルは、ふだんの重厚な雰囲気から解き放たれてぐっ

とはなやいだ装いとなった。

最F2日には大勢の人たちがここを訪れ、それぞ

れの

`品

を前にして感想を交しながら鑑賞にふけっ

てヤヽた。

この文化祭のために前日から準備に入つていた

人たちが,心配じていたのが最終日の天気。予報ど

おりのにわか雨となり 楽しみにしていた新緑の

ガーデンパーティーは直前で建物内へ会場変更を

余儀なくされた。だがそこは雰囲気づくりのベテ

ランがそろい、会場を部屋に分散させたことでか

えって人の往来が活発になり、前年にも増したに

ぎわいとなっていたようだ.



(2)第 129号 桐 生 倶 楽 部 会 報

文化祭

点 描

ガーデンパーティーFIl会の席上

で、社団法人日本善行会桐生支部

長を務める塚越平人理事長が、同

会創立65周年特別表彰として金

章を受貨したことが、小池副理事
長から報告された。

恒例のミニコンサー トは、大城
梨4tさん (フルー ト)と 大城杏花
さん (ピアノ)姉 妹の二重奏。ク
ラシックの小作品や映画音楽、童
謡など、なじみの曲に息のあった

演奏を披露 した。

ガーデ ンパーテ ィーの人気の
ひとつ、おそば屋 さん。雨を
さえぎるひ さしの下に構 えた

暖簾、終始人垣が絶 えなかっ

た。

●-0■ ●■●●0■ ●■●■●●0■ ●■●■●‐0■ ●■0■ 0合 ●■●■0■ ●‐●■●■o■ ●■●■●■●合●■●■0■ ●■●-0
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記憶 のデザ イ ンと

ガーデニングを学ぶ
4月 の月次会は23日、リサイクル素材

をデザインによって生かしながらまちづく

りや庭づくりなど多方面で活躍している星

野理さんが、「記憶のデザインとガーデニ

ングJと 題し 講演した。

記憶のデザインとは、リサイクルされる

以前の製品の記憶の断片をとどめた素材、

または既存の製品の部■をそのまま再利用

し、デザインによつて新しい価値を与える

という考え方。こうしたコンセプトによつ

て作り出されたさまぎまなガーデニンググ

ッズの実物を示しながら、色の変化をつけ

る視、葉の音や鳥のさえずりを生かす聴、

花の香 りでやすらぐ嗅、果実や野菜の味、

そして触れていやされるハーブの話など、

五感で楽しむ庭づくりのコツを伝授した。

また、思い出のある花木や好きなものを一

種類でもいいから植える、こうした手法も

ガーデニングには効果的だと話していた。
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ようこそ倶楽部へ
=新 入社員紹介=
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さ
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オ
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ト
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春
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県総合表彰に輝く
腰塚誠氏 (県議会議貝)が 2002年度県表彰を

受資しました。県政功労。おめでとうごぎいます.
●・●・會・會・●・●●會・●●●●●●●・●・●・●・●・●・●・●・●・●・

文イし祭協賛各部会大会結果
囲碁部会春期大会が平成14年 4月 20日 (土)倶

楽部6号 室にて行われました.

午前10時集合 午後 5時 迄、丁々発止と島鷺

を交えました。久し振りの顔もあり楽しい 1日で

した。入賛者は次の通り。(参加者8名 )

岡田光弘 (5勝 1敗)

吉成敏郎 (3勝 3持 碁 1敗)

福永儀― (3勝 2敗 )

全谷利男 (3勝 2敗 )

くゴルフコンペ〉

優  勝  上 野 武 男

準 優 勝  新 見 祐 三

3 位  森 田 良 徳

ベスグロ  新 見 祐 三

ニアピン  新 見 祐 三

ク  森 日 良 徳

平成14年4月 21日(日)

赤城カントリークラブ

7名

木 村 俊 ―

田 中 義 弘

平成14年4月27日(土)

桐生倶楽部6号室

8名

亀 田 和 夫

丸 山 正 ―

養 回  隆

平成14年 5月 10日(金)

パスタイム

8名

=倶 楽部だより =

【4月】 理事会
歩く会例会「三つ峠J
歩く会世話人会
春季囲碁大会
月次会「記憶のデザインとガーデニ列

行事委員会
写真部会
将棋大会
はぐるま旬会

【5月】 理事会           (9日 )
麻雀大会          (10曰 )

歩く会何会「浅間隠山J―中止  (12日 )
歩く会世話人会        (13日 )
倶楽部文化祭      (17～ 19日)
ガーデンパーティー     (19日 )
はぐるま句会        (30日 )

欄
生
供
楽
押
に
ぐ
ろ
ユ
●
公

口
　
月

円

口
に
盤
●
二
つ
〓
の
■

着
羮
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声
流
る
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イ
ふ
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国
児
ら
も
ヨ
点
の
客
に
な
の
キ

慟
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み
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一
夕
虫
ず
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春
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僣
春
や
ユ
月
口
記
に
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い
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０
と

鉢
た
の
疼
え
し
小
え
の
な
僣
し
む

鷹
々
や
私
仏
を
守
る
●
キ
′

挨
″
を
す
ぐ
‘
す
子
ら
幕
の
迪

飼
秘
の
つ
と
菫
か
け
●
く
春
の
，

口
の
ム
特
つ
ａ
か
ん
ば
し
き
峯
の
■

く囲著大会〉

入贅者 優 勝

準優勝

3 位

日 時

場 所

参カロ者

〈将棋大会〉

優  勝

準 優 勝

日 時

場 所

参加者

く麻雀大会〉

優  勝

準 優 勝

3  位

日 時

場 所

参加者

清 ヤ 有 人

水 几 k撻

小 吉 =

た ス 蒸

本
　
ロ

久
爆
ロ

ん
　
澤

(10日)
(14日)
(15日)
(2o日)

(23日)
(25日 )
(26日)
(27日)
(30曰)

【退社社員】
洋―    黒田  豊

弘次    千木良明姜(逝去)
―郎(逝去)石 井 省三(逝去)

社団法人 桐生倶楽部会報 第129号

2002年 (平成14年) 6月 発行
発 行 人 塚 越 平 人

編集責任者 木 村 隆 夫

印   刷 ッボノ印刷休式会社

沼

野

倉

柿

星

小
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高山の夏を極める抵潔交
ll・生倶楽詢

'の
よく会F ttl・l会よ百花薇乱の人方

尾,.― 行 46人 |ま大型バスで28日  ―路自馬

へと向かいました.

全員●ゴンドラで第 ケルンに到達した後、白

山散策となり およそ20人 が八方池をめぎしま

した.急 登の尾撫は歩き始めからカスが巻いて長

望|まなく 人方池に着いても 湖面に嗅るr5の

姿はありま=ん でした.し かし こうした天候の

激 Lい 変イヒこそが 2000メ ートルTTの山なれば

こそで 致々の高山Ill物との出合いなど 足■Lの

栞 Lみ に包まれた夏の 回でした.

F■  後藤久夫さん)
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語りの魅力じっくりと

月次会報告

“

月)

伝承、民話を堪能
おはなしの学校

6月 の,,次会は19口 開かれ おはなしの学校

代表の

'1原

世子さんら4人 のメンバーが |わ乱1と

Jl会つて|と 題して講演じた.

この |おはなしの学校 |は 語 りの文化の滸及

を曰指じながら、次代を担う子ともたちに 語り

継がれた 'おはなしJを Hけ たいという思いでr・

設された
`20()0年

10月 には桐■で 「全U本

語りの祭り」を開lIするなど 地道ながら活発な

舌動を展開している.

語りをi洒しで地域の学校 社会教育施設への本

仕 また贅成のセミ十―なと 語りにであえる

'iをめざして行っている
^、

だんの活動を 静かにさ

りげなくイ]介 した●原さんに続き 森野

'子

さん

が
̃カ

ッバ飴工J ttH野 孝栄さんが 「天狗のカ

くらべJ、●木白美子さんが 「仁田山の穫織娘 |と

地元に伝わる尺話を実摯的に技露した.

「子どもが 13の 年にカッバに市を奪われるJ

という神様のおつげを忘れずに 水遊びにいく子

ともに始玉をもたせてやつた父親の配慮で命をと

られずにすんだ父子贅の物語、亡くなった●親の

穫織のリズ′、を教えてくれた白滝il社推=石 の伝

承など 心のこ1,つた語
"〔

1調に参加どたちは

`き込まれていった、

米国テネシー川のジヨーンズボロという小さな

町に|む
'ミ

ー ニール スミス氏:[よつて提唱

された i語り|の大切ざ n地 では,年 10月 に

「LI界 語 りつフェステイバル|が 開かれ 各地

から致万人の語り手や関係者がここを訪れている

という.桐 ■もそんならうに語り手が葉うまらを

めぎ=た らと願っています た江原きんは話して

いた.

1191  2階 大広周|
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ア
プ
ト
旧
線
、
め
が
ね
橋
ま
で

碓氷峠をハイキング 歩く会6月例会

信越本線 泄川りtをお りると少 し来い.今 H

の行程は往復約l()キロてあ/..

鉄道唱歌の 「汽6-声 新橘を 一…Jの わず

か+年 後 (明治33年11'J)勢 多郡東付花輪生

まれのπ原和二郎が 「L野嗚歌Jを つくる.そ

|)中で 「妙義の山を仰ぎつつ坂本より|よアブト式

21値のトンネルをくくれば信濃路 越後略Jと

うたっている.

ア
'卜

式H路 (慧坂を上下●る時すべりを

"

ぐため刺ι道のⅢ央に歯=を 設置)の 廃道を推・l

"■

信染 ・めがね橋J往 復の歩行〔ある.碓 水

関所跡からすぐにアブトの道に入る.五 つの ト

ンネルをすぎ 日的のめがね橋に着く.時 代●)

変イヒt肌 身に感しる行fiである.

帰

“

■水』に寄り 峠の蕩に人る.歩 きrFれ

た■の風呂と乾杯 まi常では味わえない楽し
'

である.参 加をlF名、予定よつ「く桐生駅に着

く. {1月 0日 、官地記)

鞍|=∵
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〔退社社員】

稔「

第130=社団法人 桐生倶楽吉F会報
2002年 (+成 14年)

発 行 人 塚 越 + 人

編葉責任者 木 村 附 夫
印   昴1 ッボノ印昴111式会社

お疲れ様、桐生山岳会
月次会で樋口会長ら報告

7月の月次会は、世界―の山チョモランマに初

遠征した桐生山=会 の報告会.極 口宗平会長のほ

か 吉口文江さん 貝瀬寿雄さん 逮」Tに同行し

た桐生タイムス社の蓑崎1召子さんが、 2カ 月に及

ぶ山行の様子を豊富なスライドをまじえながら技

鐵してくれました.

口発前に倶楽部でその意気込みを語った褪口さ

んは 登頂者一人という結果は失敗とも成功とも

いえないけれど 期待にはこたえきれなかったと

あいさつじ、寄せられた多 くの支援に改めて感謝

を述べまじた.過 酷な環境下で体力の限界に夕[戟

した人々,そ の土F話 はどれも新

“

で 参加音た

ちはビマラヤに思いを馳せ聞き入りました.

人のけが人もなく大事業は

`rし

ました.山

岳会のみなさん ごくろうさまでした.

=倶 楽部だより =

【6月】 歩く会lll会

帷 水峠 アブ ト日線〕

理事会

歩 く会世話人会

月次会 (お話と出会って,

“

まくるま句会

Iフ月】 ,事 会

月次会

「世絆の最高峰に挑戦して|  (24日 )

歩く会例会 「八方尾根J   {28日 )

はぐるま句会       {29回 )

(9 FI)

{10口)

(17日)

(10日)

(28日)

(H曰 )
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好天に意まれた9月の月次会 「上高lLハイキングJ

秋、心身躍動の上高地
散策や美術鑑賞に心誘われる季節、,じヽ身の

躍動感が秋と共に高まってきたようです。歩

く会が担当した9月 の月次会は上高地。募集

開始早々にバスの定員に達 し キヤンセル待

ちも出るほどの人気 となりました。そんな秋

の特集号。見開き面には、会館内で出合える

絵画から、 5点 を紹介してみました。
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伝

玉
り||
上
水
の
図

調和

会館内の各部F_に さ

いるか ご存知ですか。

3点 、4号室に4点 、6

2階 大広間の入り口にl

点 (歴r 理ヽ事長の肖像を

作品となっています.

大広問にひときわの存:

南画家として活躍した岡F

代表作のひとつといわれ

の 「rF 工‖LL水 の図J

すが、4者 に関する記録

もに歳月を重ね、汗風の

もしています.

宝
泉

□四
号
室
□

「海ト
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彩 り

□
つ
づ
み
を
持
つ
芸
子
□
牧
島
要

一

□
一
号
室
□て何■の絵画が飾られて

]号室に4点  2号 室に

号室に2点 、別館に2点、

点、そして人広問には2

際く)あ り 全部で 18

在感をホすll境の風景は

晴 峰画伯の 「香山新涼J.

ています.ま た 4号 室

は 昭和初期の屏風l_で

はありません.会 館とと

部屋に不思議な調和をか

掛
井
五
郎
作
品

□別
室
□

「香山新涼J岡 田晴峰 (2階大広間)
1生きる」内田安彦 (6号室)
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口
“

すばらしい一日
上高地ハイキング

摯加者40名、午前 5時 大型バスにて桐生倶楽

部を出発、心配された天気も上高地に近づく程に

良くaリ ー安心、笙トンネルを抜けると事窓から、

焼■、穂高連峰がくっきりと姿を表し全員の歓声

力嗜 力ぐつた。

一都のグループは大正池で下車、残る全員は9

時少し遇ぎにパスターミナルにヨ著、記全写真を

撮つたあと各自の体力に合せ附近を散策する人、

田代橋から河菫書までの人、更に足をのばして明

神池往薇組と分かれ、それぞれ、ナナカマドの紅

葉、赤や贅色に色づき始めた木々の置みきつた梓

"|の

清流、箋え立つ霧の湧き上る穂高の山々なと、

上高地ならではのすばらしい一日を存分に味わう

事が出来た満足のいく旅でした。

事故もなく、高速道の車の流れも順爾で予定よ

り早く19時30分桐生保楽部到着。(後藤記)
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=傾 豪部だより =

【0月1  歩く会世議人会

理事会

はぐるま句会

:9月 1  歩 く会世話人会

理事会

はぐるま句会

歩く会 月次会

(上高地ハイキング〕

(6曰)

(12日)

(29口)

(10日)

(1lll)

(26日)

(29日)
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フランスホワインの新酒 「ボー′ョレ メーボ

ー|のF.i禁に合わせ 月次会E例 のワイン勉強会

がu月 21日 2階 大広lIで円かれた.

アドバイザー平田詔三挙んの嘔
'少

な露説と赤●

清安さんお手製のバンの推み合わ亡|まもうすっか

りおなしみだ.こ のHよ  ボー

'ヨ
レ ヴィラー

ジエ ヌーボー ザ,ン ドベイ ギャールなど3

つの新酒を合む6種 のワインが用意され、香りを

楽 しみ 飲み比べ

赤に合うライ麦バン

を沐わいF.がら 参

加 した約40人 が、

ゆった りとおいしい

秋の夜のひとときを

過ごした
`

ボ
ー
ジ

ョ
レ
・ヌ
ー
ボ
ー
香
る

月
次
会

解
禁
日
に
合
わ
せ
ワ
イ
ン
会
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擬
態
植
物
リ
ト
ー
プ
ス

不思議な植物リトープス

1月次会報告F薔詞 島田保彦さんが講演

10月の月次会は28日 財団法人進化生物学研

究所嘱託 群仙図園主の島日保彦さんが 石に外

観を擬態している珍しい植物 |リトーブスJに つ

いて議演した.

島田さんは南アフリカ周辺に生感するリトープ

スを長年にわたって研究し、新種が発見されると

その名前 をつ けるほ

ど、国際的にも活躍す

る第―人者。さきごろ

も詞査のために南アフ

リカのブリエスカ地方

を訪ねた。 リトープス

は2枚 の葉からなる高

度多肉植物で、赤や自

などの石に擬態するた

め、業緑IFは内都にあ

り、表面は光が通過で

きるように透 き通って

ヤヽる.

島田さんは今回の南

アフリカ、さらにはナ

ミビアで見聞した生活

事情や風景の話をスラ

イ ドを交えて紹介 し

資料として持ち帰つた

リトープス ホッケリ

ーを実際に解休 してみ

せ 珍 しい構造 を説

明.参 加者たちは初め

てみるその姿に 「とて

も不思議 な形 だねJ

「ずいぶん水が含まれ

ているJ「 ゼリーみた

いで食べたくなるねJ

などと、日を輝かせ喜

んでいた.
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根本山、自根山で健脚ぶり
歩く会、秋を満喫

歩 く会は10月13日、標高2 577mの 日光白根

山をめぎし 参力iイ28人のうち21人が登頂.ま

たl]月10日には根本II 十二山の逍せを楽しんだ。

桐生川源流と根本山
宮 地 秀 吉

根本山 (l199m)は 足尾山地に嵐し 十二山、

1ヒ鷹山、野峰山と桐生川上流域を馬蹄形に回む山

地の最高峰である.地 質は粘板岩 l1/岩で山の西

傾|は急傾斜であり 東側はゆろい傾斜となってい

る.山 頂部にはブナ林、ツガ林がある.

根本山という名の由来は 役の行者小角がこの

山に登つて根本山と命名したといわれ、また富士

山から東北を望むと瑞雲の根力 (ねもと)に この

山が兄られたからだとう2説がある。

その根本山にflたち12名の参加者が桐生倶楽

部を,前 7時 に出発。子定より30分単 く登山II

に着く.大 気は晴天だが風が寒い.桐 生‖lF・流の

沢沿の小昼に入る.根 本l̃仰の盛んなころの痕跡

を随所に見ながら沢を詰0る .お 籠堂からは狭い

沢になり鉄はしご 鎖などに煎り根本!1奥社に着く。

ネL拝のあと連続10本の慎
'場

を登る.根 本山で展

望がFFlけるのは ここだけである.背 後に吹雪の

日光連山を見る.根 本1山 頂直下の十字路にて小

休上.山 rHには行かず十二山に直行する.根 本山

頂は展菫が悪いためである.昼 食を十二山の日だ

まりでゆっくりと取る.

天保 2年 (1859)渡 辺=山 も]0月18日根本山

に登る予だが雨で中止と毛武遊記に記されている.

名時 根本信抑が盛んであったことがわかる.安

政6年 {1859)橋 本直香が 「根本山飛渡里安内J

を刊イ子するほどであった.

古い

“

史をもつIF本山に別れをつげ 私たち全

員・L気に倶栞部に予定より30分甲い午後3時 に■l

着する.楽 しい一日であつた.
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3氏 に栄誉 馨・勲
2002年 秋の褒章 と叙勲がこのほど発表され、

3社 員が受賞の栄誉に耀きました。産業振興の功

積で日野昇さん力疲 綬褒章 業務精励で金子宗吉

さんが責授褒章に、また叡勲では教育研究功労で

倉林俊雄さんが勲三等旭曰中綬章を受章しました。

受章者には新年互ネt会で銀盃力報 与されます。お

めでとうございます.

写真部が撮影会
写真部の撮影会がll月17曰に行われ、4人 が

参加した.桐 生を午前 6時 に出発し 栃木県の雲

巌寺から八溝山、鳥山町をめぐって午後 5時半に

帰桐した。

=倶 楽部だより =

【10月】 歩く会l・l会
理事会

歩く会世話人会

月次会
はぐるま句会

111月】 懇話会
歩く会例会

行事委員会

理事会

写真部撮影会

月次会

歩く会世話人会

はぐるま句会

囲碁秋季大会

(13日)
(15日)

(16日)

{28日)
(31日)

(8口)
(10日)
(12日)
(]4日)
(17H)

(21日)
(25曰)

(28日)
(30曰)

滋 平野 平 四郎
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澄み切ったふるさとを俯嗽
新春恒例吾妻山登山

地域が 回本が 世界が揺れ勁きつつ 新しい

年 2003年 を迎えました.こ んなときこそ 足

もとを見つめつつ ふるさとを俯睡するような視

点にたどりつくことが大切で 桐生倶楽部恒例の

吾妻山金山はまさにふさわしい催しです。快晴の

]月 12日 、21人 が参加しました.歩 く会の各

行事は昨年 好言「を博し、大勢の参力1者に恵まれ

ました.今 年も元気いつばいで、 ざまぎまな企画

が月意されています.

以下は後藤さんの吾妻 1登山報告です。

平成 15年 1月 12曰 午前 9時 吾妻公国の駐

卓場に集合した参加イ21人 は 新年のあいさつ

を交わし 新しい世話人の招介を行ったあと 雲

ひとつなく晴れ渡つた青空の下 山頂をH指 して

元気に出発しました.

l時間足らずで0貝 が山頂に到着.す ばらしい

眺望を楽しんだあと、雲の残る道を女吾妻 村松

峠から官本町へと下り ll時 半ごろから昼食処

「そば一Jで 新年会を行いました.み な栞しいだ

んらんのひとときを過ごし 午後 1峙解散となり

まじた。
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新
役
員
決
ま
る
鯉
暉平成 15年 度定時社員総会が l月 30口 に開か

れ 新年度事業計両や予算案、任llBtt rにともな

う新役員と扇1理事3人休詢∫がス認された.

ljl.1 高久

木島  清

森  ■■

栗日 詔F

4L川  洋

川村 治朗

新役員は次の通り.

理 事 長 塚越 平人

副p事 長 4 lヽL 久雄 五1嵐 健雄

理  事 矢野  昭、t應  宮三

岸  芳久、木村 隆夫、

山口 工夫、赤石 清安

新 理 事 江原  毅 大西 康之

竹内 康雄、坪
'1 

良廣

新 監 査 酒丼  豊、松島 宏明

退任理事 飯山 清治、関口 全之

岸日 英作 野田′治良F

退任監● 北
"l  

洋 同田  昇

平成15年度
定時社員総会

いて 「合‖はめぎしても特有の文イヒは大享に育
`

ていくJと し また,川 ■代議■は|ヒ朝鮮円遍な

どにふれな力ゞ弓 「ことしは外交上のかけになろ●J

と語り 地域あるいは同内外に多くの課題を抱え

た平成15年の船出に際し ひときわちからのこ

もったあいさつがlliいた。

またこの席では 昨年rlの受章オであるH野 昇

さん 嘘 凝褒■)金 子宗吉きん (黄授褒章,倉 林

t・・雄さん (勲三等旭日中授章)、そじて厚生労働

大臣賞を姜賞した鯰日実さんに銀杯か贈呈|れ た.

現宴では恒″,となった謡山を=■ 流のみなさん

が被露.荻 野光昭さん、木島登美tさ ん 武田き

み子さん 福口真司さん 響庭正男さんが新苦に

^、
さわしい 「鶴亀Jで 花を添えた.{出 席者58人

2階大広間)

新 しい年の船出祝 う
新年互例会、謡曲が花添える

+成 15年の桐t倶 楽部新年互例会が1月 4曰

開かれた.

来賀として訪れた大沢善隆市長は合併問題につ
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東京文学散歩報告

歩 く会12月例会は恒例の

χ化探訪です.今 年は東京文

学散歩の第 l回 として、森鴎

外と■田寅彦をテーマに ゆ

かりの上野不忍池界限と小石

川l●物国を訪ねました。42

名の参加者は 8日 朝 6:45

桐生倶楽部を出発、50号

東北道 市都高を乗り継いで

9時 上野到着.■ 中では 美

寅彦にふれる

不
忍
池
界
わ
い

鴎外
4螂 保倉さん 渡辺さんから これから兄学する

西洋美術館 ウインスロッブコレクション晨に閏

し 詳綱なレジメを用意されて懇切丁年な事前説

明を頂きました.

9月 から開かれていたこの展覧会は この口が

最終日とあつて 開館前から百人以上の観客か並

ぶという盛lt振りでした。この企画展はハーヴアー

ド人学内の7ォ ッグ美術館に大学OBで 実業家の

ウインスロップカ青 贈した3700点ものコレクショ

ンの中から、ブレイク ロセッティ アングル

モローといった写実主義や印象派とは一線をいiす

近代

"i家

の4品 を86点厳選して展示するもので

大変貴重な展覧会です.

ゆつくりと美術を来しんだ後は 各自上野公曰

のあちこちで早めのi食 。12:30ロ ダンの野外

彫刻前に集合 上野のお山を下り、不忍池を下っ

て無縁坂へ.こ こは森鴎外の名件 「雁Jの 丼台と

なった処。不忍池東端のホテ,レ沐月の敷地内には

鴫外の H居が保存されています.こ の日は無縁tF

隣に位置する口岩崎邸を兄学.束 大建築料の主任

教姜だつたジョサイヤ コンドルが設計じて 明

治29■完成。英ロルネサンス様式の建物
'ま

班在

国の重要翅 ヒ財.絨 毯のIlに敷き詰められたイチョ

ウの茉と木造の西洋館とのコントラストカ渓 しかつ

たですね。

この日最後の訪円地は小石川植物日。現在て ま

口光植物回と共に東大lll属施設となっていますが

1684年幕府が+つ た案草回が前夕.吉 宗の時代、

養生所 (施療院)力'設けられ、山木周五菫

`の

1赤

ひげ診療制 の舞台となりました.国 内には 「養

生所の丼■Jや 青木昆陽が技荒作物としてすツマ

イモの栽培を試みたのを記念する 1濶需試在の地

の記合碑J 日日束京医学淡本館 重文Jな どが点

在しています.物 理学者で東大教授であつた寺田

寅彦は 若くしてこの世をまった妻の面影を偲び

ながら、.Jい娘とこの泄物周を散策して 「どんぐ

りJと いう作品を残しました.

おとうさん、大きいどんぐり こいも こいも

こいも みんな大きなどんぐり1と 小さい泥だら

けの指先で帽子の中に累々としたどんぐりの頭を

一つ一つ突つつく.

小石川をPM4:00発  桐生lB楽部6:30帰 着.

その名の通り、文イ際 訪の一曰でした.(付 田記)

江戸期先人の業績たどる
懇話会が歴史講座

桐馨 楽.fの編 会はl tt 17日 歴史講座シリー

ズ郷十史家の大里仁―さんを招き、最近の研究の

中から明らかになりつつある長沢仁右衛円の業績

さいには女性の教育著とじて特筆すべき「村梶子

の計を聞いた。

支配階級が不在だつた桐生で発達した町民自治

をリードした人々だ.仁 右衛円は多くの書物を集

めて文化の向上に努め、梶子は教育者として織都

の女性の開かれた意誠のバックボーンとなった.
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恒例ミニコンサートも

社貝が家族ぐるみで楽しめる匡例のクリスマス

年.lF年 も12月7日、桐生倶架設 階大広間にお

よそ50人 を集め、盛 りだくさんのu「画でにぎや

かに催された。

聖書の朗読や贅美歌の合唱 またすっか ,お な

じみとなったミニコンサートも。今回は須永山紀

子さんが 「美しき碧きドナウJや クリスマスソン

グをlF露し 雰囲気を盛り上げて 山口正夫さん

務するサンタクロースの登場となつた。用意され

たお菓子やl■理、たくさんのプレゼント さらに

は抽選会と、参加した子どもたちは大喜び。会場

は明るい歓声に

"き

かえ,て いた。
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=倶 楽部だより =

【12月】懇話会
クリスマス会

歩く会例会

理事会

歩く会世話人会

写真部会

文イ鯖 動委員会

はぐるま旬会

【1月】新年互ネL会
歩く会例会

歩く会世話人会

理事会

懇話会

監査会
はぐろま句会

臨時理事会

社員総会

6口 )

7日 )

S日 )

9日 )

(11口)
(20H)

(21日)

(26曰)

クリスマス会に歓声
(4日)
(12H)

(14日)
(16日)
(17口)
(20曰)
(29日)
(30日)

(30日)

【退社社員】
星 野弥 ― 糸井京三郎 同 U― 男

向 田 進 三 日 ―責ヽ 平野平四郎
パナフアーマシー(株)

社団法人 桐生倶楽部会報 第133号

2003年 (平成15年) l月 発行

発 行 人 塚 越 平 人

編葉責任者 水 村 隆 夫

印   刷 ツボノ印刷株式会社
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〆̀ヽ
警 1

帥叶
△バ

年の感謝を込めて

館ヘモニュメント

共と

“

リガラスのi「明ホヤを紅み合わせた灯体を

御影イi`)メ.T・にの■た作品で、桐■倶楽部の二つ

の■恋 「平和J「■福J「友情Jが ひかりと形で表

■されでいます.

伝抗と瓜格に満ちた会館を気鋭の感性が彩った

ti,,メ ント ]|"ロ ビー左(員|の階段 |す り親柱

颯部に段置される子tで  お曰見えま5,,ごろに

なりそうです.

桐生RCが 倶楽部へ寄贈
伝統ある桐■倶楽部の 室で昭和 28年 に産声

をあげ 以来+世 紀 この建物をずっと例会場と

して使い続けているl「が桐tロ ータリークラブで

す.さ る3月 8ロ  ホテルきのこの森●その設 ′

50周 年記を式典がlLされ 席上 塚越平人理亭

長に対し 同クラブの阿部高久会長から感討を込

めてモニコメントのH録 が寄贈されました
`

こ●rモニコメントは 市内在住の造型ll家ヤマ

ザキミノリさんがデザインしました.金 メ′キ全
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未来を熱く語り合う
倶楽部活性化をテーマに

新副理事長の 2氏 と社員

月次会報告 廟

新
た
な
展
開
を

阿
響
同久
さ
ん

新しく副理事長となつた阿部高久、五十嵐健雄

両氏の講演と 参力]した社員全員で桐生倶薬部の

未来を語る会力ゞ 3月 28口 、2階 大広間で開か

れた。大幅な若返りが図られた新体制が、倶染部

活動の活性をめぎしてplJき出している。その―環

として、 3月 の月次会に同企画を当てたもので

新副理事長の考え方を受け 倶楽部の伝統を次の

時代へ継承していくための方法論が話し合われた。

阿部副理事長は、こうした企画が月次会に釜場

する前段として 役員特別懇談会力iすでに活動を

始めたことを報告した.将 来のIE楽部のあるべき

姿をテーマに、理事と幹事で構成された同懇談会

誇
り
を
持
と
う

翠
□風健
雄
月

，●

，
●

■

□

では 年間事業計画や・l会のあり方 さらに|ま会

貝増強問題などに積極的に踏み込んで そのたた

き台づくりを進めているという。

とりわけ、国の登録文

`ヒ

財である会館を保存し

ていくために、活動を楽しみつつ しかし義務を

しつかり果たしていく重奥性、また地域社会との

かかわりを深め ファッションウイークなどの催

し物への倶楽部としての参加なども 今後の課題

として取り組んでいきたいとし、さらに そうし

たかかわりを持つことで会館の保存 維持への理

解を深めてもらい、υヽずれ募金活動なども展開し

ていければ、と述べた.
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また五十嵐副理事長は、社回法人である桐生倶

楽部の 「社員としての誇りJに ついて歴史をひも

ときながら語り 「選ばれて社員になっていると

いう向負を大切にしていただきたいJと 強罰した.

「世の中にはいくつも奉t団 休というものがあ

ります.ロ ータリー、ライオンズ、あるいは十年

会議所など。これらには上部F体 というものがあ

ります.で も 桐生倶楽部はこのまちの独立した

団休です.社 員の意向ですべて決まるJと 、誇り

の原点にふれ 限られた予算ではあるが お金を

超越した匁恵を||し合い、会館を守りつつ 楽し

い利用の仕方を発展させ 創始の精神を未来に引

き継いでいきたいと語つた.

両氏の話に続いて 会場はテーブルごとの意見

交換の場に変わり、「会館の歴史や、この建物の

こと自休をもっと知ろ機会が必要だJ「かつて工

学部の留学生たちを招く,事 を倶楽部が行ってい

たように、そうした催しもあつていい1な どと、

さまざまな要望があった.

会場は、ワインを飲みながらの和やかな察回気

ながら、倶葉.f・の伝統ある活動と会館をいかに生

きた形で未来へつないでいくか、忌草のない思い

がここそこで交わされた.こ の日の意兄は 理事

会の席にも 後日反映されることになつている.

11年ぶり仙人岳
歩く会3月 例会

歩く会の3月例会は実に11年ぶりの仙人ケ

岳でした。

今回は、新入会の糸丼 さん、岸口さん

滝本さんにビ
'タ

ー参加者2名 を加え総勢l

6人 (女I13名 合む)で 頂上を日I●しました。

岩切登山口より林の中、沢に沿って気持

ち良く登つていくと生不動につ く さらに

雑木林の道を行 くと熊の分岐に出る.風 は

あるが晴天に恵まれ祝界最高の景色が■れる,

尾根つたいに頂Jiに到着.風 をよけ日当た

りの良いところで和気あいあいで昼食をとる.

元気回夜。

帰路は下つたり登つたりの繰 り返 じの中

大返しの岩場ではローブで下りる人、春き

道を下 りる人と別れた.送 中にマンサクの

たが何本か散見されたが、うつかりすると

下りに夕中で兄逃す。そしてまたまた長い

道を下りる.登 りより長時間の ドリ道に疲

れたが 3時 ごろには全員無享下山 お疲れ

1業でした. (古日章 .・L)
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【退社社員】

小森谷三令 丹 羽武 雄 荒 木場 壱

新 丼 康 家 塚 越 敏 夫 川村 治 朗

村 日伊 弘(逝去)

岸 回英 在(逝去)
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発 行 人 塚 越 平 人
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鳥天狗を囲んで
2月 歩く会、三峰山ヘ

歩く会の2月例会は好天に恵まれた9曰 石仏

の多い山として知られる三峰山を歩きました.

川内町の日中バス停で降り、解け残る雪を踏み

しめながらまずはe天狗との対面です.像 を囲ん

で記念撮影したあとに、こんどはF十 六童子へと

向かいました。山頂へ着くまでに 途中何度も道

をl・H違えたり 下山路では倒木に悩まされろなど

のアクシデントがありましたが、午後3時過ぎに

は予定通り梅日忠霊塔に到着し 和気あいあいと

楽しい l日 を過ごしました.

=倶 楽部だより =

【1月】歩く会
歩く会世話人会

理事会

懇話会

はぐるま旬会

:2月】 歩く会例会
理事会

役員特,1懇話会
はぐるま句会
3月月次会

(9口)

(12日)
(14日)
(14日)
(27日)

(9日 )
(10日)
(17日)

(27曰)

(28日)
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会館の端正な姿には 桐生人の 「もてなしの心J力ζ、にじみ出ています.

その存在感に気づいた人々が 魅了されたように遠方からやってきています.

[史 と伝続が

ごくあたりまえの

顔をして、暮らし

の中にぼづいてい

る.llll■というま

ちの、そんな構え

のない 白然なた

たずまいが 近年

さまぎまな方面か

らlF日されはじめ

ています.

なかでも 桐生倶楽部はこのまちの象徴的な存

在と映るようで 4月 の末 束京都世日谷区の成

城大学短期大学部の.t/養科 「人間と環境コースJ

の学生70人が 住宅 都市研究の一環として桐

生を訪れ、会館内をつぶさに見学しました.

・l科は3年前にも桐生を訪れており、有郡館や

大
"美

術館などを見学.|そ のときから 桐生

倶楽部の中をぜひ兄たかったんですJと  今回の

進級旅行を企画し

た先tた ちは話し

ています.会 館の

端正な容姿に 素

工りできない″在

感を感じたようで

す.

学生たちは4 lヽL

久雄副理事長から

この建物力ゞ樹生の

客門として 大正

時代からさかんに

活用されていたF

史の解説を受け

近代桐生のもてな

しのこころが疑縮

されていることを知りました。時

間いつばい

`部

屋を回り、立ち去

りがたい様子で兄学している学生

たちも見受けられました.

こうした機会は ますます増え

ていきそうです.

平成15年6月 10日 2003 第 135号 (1)

静
か
な
注
目
が

始
ま
っ
て
い
る

都
内
の
大
学
生
が

進
級
旅
行
で
訪
問

星霜を経た伝統的な建171が、こ

のような形で人々のこころを|_り

勁かすようになってきた.こ うし

た時代的な役割を認識しつつ 会

館の将来をどう見すえていくか.

新理事に誂任した大西康之さんは、

「茎本的には、Ill■倶 /・部の本来

の姿を取りF‐していくことだと息

いますJと 語る.

「_‐締を拒当するものとしては、

きまぎまな機会をとらえ、もとの

姿に戻していく努力をしていきた

い.で きること できないこと、

みなさんの意兄をしっかり聞き、

協力をお願いしたい|

■新理事に聞く■

本来の姿に戻したい

大西 康之きん
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窓
越
し
の
夜
桜
に
囲
ま
れ
て

４
月
の
月
次
△不、
美
酒
と
音
楽
に
酔
う

花見、文化祭、大にぎわい

しつつ 夜が更けるまで楽しんでいた.

胡弓の調べが花添える

4月 の花見と 5月 の文イヒ祭が ともに多くの

参加者を集め たいへんなにぎわいをみせた.,

「桜と美酒とちょつと小粋な音楽会 |と 超した

4月 の月次会は5H、 庭の桜の見ごろにあわせて

企画されたもので 窓越しに見,な イヒをltしこん

だ2階大広問会場に、i酉やt4理、だんごなどが月

意された。一嗜では須永白起子さんのピアノ i.

木みえ子さんの三味線による■楽会が催され 訪

れた84人の参加者は、にや館内を気ままに傲策

また5月 9口から開かれた文イヒ祭は ガーデン

バーテイーの行われたll日には96人の参加者で

にぎわった。来口して10年 中いJ・LI省生まれ

の馬高彦さんが胡弓演奏で花を添えた.

なお文化祭協賛各部夫会の結某は次の通り,

1岡碁大会l優 勝=福 永儀― 準優勝―H村 寛

3位 ‐倉林悛雄 (5月 10日桐生倶業部 6=ヽ

他の参力1者‐岡m光 弘 □中義弘 =成 敏郎 '

丼利雄 日野近七、金谷不1雄,

【ゴルフコンベ】優勝‐森口良徳 準優勝=腰 塚

常夫 3位 ‐福lu英雄 41̃=朝 倉泰 5位 ‐ L

野式夫 B B― 五十嵐健雄 メーカー=篠 出久

ベスグロ‐朝倉泰 ニア

ピンー朝倉泰 福田英建

(5月 4n赤 城カントリ

ークラブ 参加者 7名)

【麻雀大/‐
l優 勝‐〃i丼

豊 準優勝 =岩 口俊光

(代理人)3位 ‐養□苺

4位 以 F‐ 飯山順 郎

蓬直孝 亀日和夫 lt川

洋、須永博之 (4月 26

口雀荘 「川内J 参加者

8名 )
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警

山と温泉、ビールと上野介
歩 く会 が浅 問隠山ヘ

5月 18日 歩く会の 「浅P●l隠山Jは 雨天予縦

にヤキモキしたが 中里世話人の熟意が低気圧を

追い払Ц 暑 くもなく、寒くもなく、風もなく

気象予報士も驚きの降水 0%の 登山日和となった。

8時 には二度上峠の登山口にtl着.2週 間前の

下見の時には 登山口●近の道路にはいっばいの

自動草力ゞ駐車していたが、この口は予報のお陰で

マイクロバスカつ っくりと駐車できる余裕である.

最近の登!|ブームのせいか 浅間隠山にも大勢

の登山容がきているようで 登山道も整備されて

いて、非常に歩きやすくなっている。途■2回 ほ

ど休み 9時 50分 無事山頂に到着した.

頂上は私たち桐生倶楽部の面々の独壇場で 気

丼ちがいいたらありゃしない.「 こっちに浅間山

が見えるわけ一J「 あっちに皇

"Jが

見えるわけ

|と 、事の向こうのバノラマを夢想して 登頂

祝いにビールで乾榊 何せだれもいないのだから

.Ftぎ放題 飲み放題 食べ放題だったが 下界で

は天候回復の予報が」,たのか 次第に登山客が増

えてきて、10時半、下山を開始した。

このあと、駐■場からおよそ20分 はど下つた

はまゆう山荘でたつぷりとおふろにつかリ ジヨッ

キ片手に談論風発 和気需 .々こ の施設は枚須賀

市民の休養施設で、私のお気に入りの―つである。

この日倉測村では 「小栗上野介 没後135年祭J

が開催されていて、せっかくの穫会だから上野介

の薔提寺東書寺に寄っていくことになった,

寺で高校時イヽの親友と出会い、彼が高校の歴史

教師であることから、みなさんに上野介の説明を

してもらった.山 を楽しみ 温泉につかり、ビー

ルを飲み、会話にい弾ませ 歴吏を学び…欲張 り

すぎるほどに 充実感いっぱいの―日であった.

(参加者20人、狩野喜範 記)

The Victorian Nude
を鑑賞

― ― 美 術 部 会 一 ―

5月 24日、久しぶりに美術部の美術鑑賞会を行

いました.I・様のご要=の 多かった The victo 

an Nudeを 開催初曰に東京芸

“

i大学美術館で艦貰

しました.

「アカデミック|と いわれる表現技法の中心に

なる18世紀ヽ19世紀にかけての人体デツサンや

彩色の研究をイギリスに限って、そのjLが栄えた

ヴイクトリア時代のヌードl―
‐画を学研的に羅列展

示された会場を見学しました.先 進のイタリアや

フランスのそれと比餃すれば?  と考えたりして、

多くの息考を要求されながらの難しい鑑賞でした.

近くの弥生美術館へ寄 り、ここには4+下夢二の

優れた作品が多数コレクションされていて 近年

夢二は日本の近代美術の中で見直されている注日

のアーチストですからそれを再認識して優れた感

情と情緒を味わい楽しく堪能しました.

木場の東京都現代美術館では 「サム フランシ

ス展Jを 霞賀しました。これはみごとなF■巻です。

晩年の大作が豊穣な色彩と広大な空間を広げて見

る者をl■倒します.初 めての方もいて強力な抽象

絵画の力の強さに感激してしまった様でした.

いま若者に人気の六本木じルズ最上階シティ

ビューの海抜270mの 天空よ,360度 の限下に広

力ゞる東京の街並の景観を眺望してから、巨大なモ

グンアートの行を散策し ニューファッションと

ショッピングの寡囲気を満喫してグルメの夕食で

.さを癒しました.

(桐生倶楽部美術部 保倉―郎 .dl
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県総合表彰に 5氏
2003年 度祥馬県総合表彰受賞者が発表され、

7t田博之さん (保健功労)宮 地由高さん (生活功

労)新 丼浮―さん (商工功労)中 野隆雄さん (商

工功労)根 津紀久雄さん (商工功労)の 5社 員が

栄者に輝きました。おめでとうございます.

幻の三滝へ
4月 の歩く会
4月 13口 栃木県ロ

沼町大戸川lF・流に三段

にわかれた落郎 0米以

上ある 「幻の二滝Jを

たずねました.

晴天に恵まれ定刻 8

時、4台 の自家用車に

分乗し、権口皆沢から
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=倶 楽部だより =

【4月】 4月 月次会
歩く会例会 「幻の三滝|
理事会

歩く会世話人会

写真部会

麻省大会
はぐるま句会

【5月】 ゴルフコンペ         (4日 )
文化祭           (,ヽ 11口)

岡碁大会           {10日 )

ガーデンパーティー     (ll日 )

理事会           (12口 )

歩 く会世話人会        (12H)

歩 く会例会 「減間隠山J   (18日 )

美術鑑賞会 (束京)      (24曰 )

はぐるま●l会        (29日 )

(5日 )

(13日)

(14口)

(14口)

(21曰)

(26曰)

(28日)

飛駒を経山し遊業山奥の学ホ広場駐車場に9時半

到着。直ちに装備を整え いくつかの滝を働tめ乍

ら 「木ぶしJの 花の多い林道を約 l時問で白ハゲ

ロ広場へ.こ の先 1山コースJ「 川コースJに 分

かれるが 「山コースJを 登る。ユは桜満開だとい

うのにこの辺りでは未だ木の芽も出ず、冬山のた

たずまいです.

明るい雑木沐の中を40分li登ると三滝展望台ヘ

ここからは上の2殺 しか望めない急降下の道を湾

つぼへ、更に下つて河原に降りて昼食タイムとす

る.12時 過ざに 「川コースJを 下って20分位で

白バグロ広場へ、更に40分位で学林広場の駐車

場に全員無事に到着しました。

【退社社員】
平 方敏 郎

飯 山清 r・‐

船越 和 夫

(逝去) JI島  宏

斉 熊 工 己 (逝去)

社団法人 桐生倶楽部会報 第135=

2003年 (平成15年) 6月 発行

発 行 人 塚 越 平 人

編集責任者 木 村 隆 夫

印   掃| ツボノ印掃1株式会社

(参加者15人、後藤久夫記)
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階晨の天丼には 倶楽部の精神であるPoace(平

和)Ha ppiness(幸福)Friendship(親 睦)の

文字が浮かび Lがった.伝 続を、さらなる未来ヘ

とつなぐ灯火である.桐 生出身の造形4家 、ヤマ

ザキミノリさんの作品.

新しいモニュメント

桐■RCの 50周年記金事業として寄増された

モニュメントの取り付けがこのほど完了し 点lI

された.電 気のスイッチを入れると 2階 へ続く
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往時の織都の息づかい堪能

日本絹撚映像を公開

桐生の近代を象徴する月本絹株の往時の様子を

記録した映像フイルムが 最近、市の文化財保護

課の手によつて掘り起こされた.こ れがビデオ化

され 6月 の月次会で公開された.工 場内の様子

や女子工員のH ttt活が克明に.Eされていて、織

都全盛期をしのぶ―級資料だ.「細部にはまだま

だ調べが必,な 部分があり ご存じの方に教えて

いただきたいJと いう同課萩原情史さんの解説を

聞きながら、参力1者は真剣に見入つていた.

映像は 工場内の全体風景やt事 の姿、あろい

は社内行事など 経済首,な事かさを背景とした最

新の工業技rlと そこで働く人々の生き生きとじ

た表情をとらえており おそらく社外PR用 に製

llされたものと,ら れている.

このなかで とりわけ注日されたのは女工きん

たちの学習風景だ.同 社には 社員教育の質の向

上が社業の発展につながるという確口たる思想が

あった.こ のため 読み書き、あるいは基礎的な

言1算など、彼女たちには勉学の場が用意されてい

たという.大 規模工場でのII事においても 人材

という視点に早くから気づき 実践していた先進

ltがこうしたシーンからうかがえるのだ.

織物のまち桐=の  確かな伝統

_´ の恵づかいを食い入るように見つ

めていた参加者たちからは、放映

終了の後 さまぎまな感想が出さ

l■た.(6月 24日  2階 大広間

参加
‐‐28人)

日本絹撚の全容

(絹撚記″ ン`フより)蜃
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往時の織都の息づかい堪能

日本絹撚映像を公開

桐生・
●2近代を象徴する口本綺撚の往時の様子を

記Ttした映像フイルムが 最近 市の文化財保表

訳の手によつて掘り起こされた.こ れがビデオ化

され 0月 の月次会で公聞された。I場 内の様子

や女子■貝の日常J“ が克明に.・Lされでいて 織

都全盛期をしのぶ ―級資

'だ

 1綱 部にはまだま

だ調べが必要な部分があり ご存じの方に教えて

いただきたいJと いう同課萩,清 史ごんの解説を

聞きながら 参加者は真失1に見人つていた.

峡像は i「場内の企体風景や仕事の姿、あるい

は社内行事など 経済的な豊かさを十景とした最

新の [茉技術と、そこで働 く人々の=き Lき とし

た表惰をと弓えてお り おそらく11夕IP Rllに製

作 されたものと■られている.

このなかて とりわけ注 日されたのは女工さん

たちの学習風景だ,同 llに : 社員玖育の質の 匈

上が社業の発展につながるというll・回たる思想が

あつた.こ のため 読み書 さ あるt |`よ■薦 |な

計算など 彼女たちには勉学の場が用童 されてい

たという.大 班模工場でのrt事においても 人材

とい う視 にに早くから気づき 実段 していた先進

性がこうしたシーンからうかがえ/.のだ.

織物のまち桐生の 確かな伝統

のaづ かいを食い入るように兄つ

めていた参加者たちからは、放映

終了の後、 さまぎまな感想が‖iさ

れた.(6月 241; 2隋 大広l・l

参加イ28人 ,

,・ や I

日本絹林の全容

朧 記念パンフより)
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(8日)

(9日 )

(10日)

月次会 「どデオで見る日本18撚J〈24日)

はぐるま句会        〈27口)

【フ月】 理事会           (14日 )

月次会&歩 く会 「白馬拇tlJ (27日 )

はぐるま句会        (29日 )

社団法人 桐生倶楽部会報 第130号

2003年 (平成15年) 8月 発行

発 行 人 塚 越 平 人

編集責任者 木 村 隆 夫
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ドキュメンタリーで撮影隊

テレビ朝日のドキュメンタリー番組を象作する

撮影隊の―行が 7月 17日桐=供 楽部を訪れ 5

号室、6号 室で1又録を行つた。

桐生倶楽部はこれまで、大掛かりなロケ隊など

の受け入れは一切2め てこなかった。しかし今回

は、徘優などの演技を伴わない、燎影時間帯に会

館利用がない、さらに振影も短時岡で済むという

ことから特別に認められた。番組はスバル360の

開棗者、百瀬青六が主人公。収録した場面は、会

議の余韻を残した部屋のシーンとして使われた。

=倶 楽都だより =

【6月】 歩く会例会 「択辺ケ岳J

理事会

歩く会世話人会
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上信国境の秋を満喫 ― 歩く会・四阿山ヘ
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北朝鮮の核開発問題の行方

九月の月次会は、筐上自衛隊第12旅 団の松永

敏陸将補が 「最近の北朝鮮についてJと 題し 同

国の核開発間題をめぐる国際膠 を語つた。

榛名山鷲を拠点にする第12旅 団は、ベリコプ

ターなどの空の機動力を備え、現在は群馬 長野、

栃木、新潟の四県を捏当している。

|ヒ朝鮮に対する私たちの現在の関心事は、拉致

間電と核開発間露。松永さんは 睡 致間題を語れ

る立場ではありませんので、核開発にしぼつてお

話ししますJと 前置きし、最近の六か国協議から

入り、まず、そこに参加した各国が北朝鮮とどの

ような外交的駆け

'き

を展開したか、各様の対応

から解説した。

これによると曰本はまず、すべての交渉の前提

として、拉致問題の解決をあ|デている。一方韓国

は、「載争はしたくない」という立場でそこに臨

んでいるという。これは、同胞の心情はもちろん

だが、戦争ともなれば国境線に近い首都ソウ′レが

まっさきに攻黎の対象となつてしまうという現実

的間題からの選択でもあるそうだ。

ロシアは、北朝鮮に対して応援はしないという

姿勢をとっている.そ してアメリカは、外交載略

的な緩衝として|ヒ朝鮮の大切さを認識しているも

松
永
陸
将
補
が
講
演

のの 核兵器を持つたままでは困るという立場。

各国それぞれの思惑がのぞいているが 今回―

番注日すべきは中国がとつた姿勢だという。中国

とヨヒ朝鮮はこれまで、盟友として条約も結ぶ間柄

だが、あきらかに態度はかわり そうした中国の

対北朝鮮外交の基本方針の変化が、北朝鮮を協譲

の場につかせる―因にもなつた。

しかし 今後においても北朝鮮が核開発を放棄

する可能性はないと松永さんは話す。その理山は、

個人の独裁と言う特異な国家体tlにとつて対米抑

止力という対外的要国、そして 個人独裁体制の

強イヒという対内的要因から核を必要としているか

らで 経済ln利益を獲得するためのカードとして

利月しているという意見もあるが 「それはあく

まで副次的目的にすぎないJと 語つた。

さらに、「韓国の立場を考え、また大統領選挙

を来年秋に控え アメリカがこの問題で軍事行動

に出ることはないだろうJ「1醐 鮮は、rV/開発の

時間確保のためにも 今後も交渉のテーブルには

つくだろうJと  先の見通せない

'大

況がまだまだ

続きそうだと分祈した.

(9月 30口、2階 ホール、参加者40人)
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日本百名山と花の百名山を巡る
―歩く会 9月の月例会山行報告 ―

今年は 実に雨のHが 多い…。

山行の計画も 直前まで天気予報に振り回され

てしまう。

しかし この曰は、快晴であった。

9115:30 24名 の参加者が集合 。本曰の担

当せ詰人の手逸いで 即 出発とならず 10分

星れての出発となつてしまった。

それでも、バスは順調に、映適に走り 8:30

にはパルコール嬬恋スキー場に到着…今日は、風

もなく ゴンドラも動いているようで、まずは一

安心。皆さんの身支度を整えるのを待って、元気

な表情のうちに ハイ チーズ |

ここのゴンドラのオ+金は 面自い.50歳 以上

の人は、シニア料金となって 100円 安―となる。

下見の時に、「お客さんは、50歳 以上ですから、

ンニア料金になりますJと 言われて、年齢を見破

られたことと 「シニアJと いう響 きに、「えつ、

オレって、シニア…?Jと 、非常にシヨツクを受

けた。

しかも、団休割引は30名以上一とありながら

「24名ですが、回休割引にしてくださいJと 頼むと、

「いいですよ!Jと  非常におおらかなのである.

こういうおおらかさつて、絶対に いい.何 か、

flたちの毎曰の■活にも、気持ちにも、こういう

おおらかさって、必要だと思うな… !と もあれ、

ゴンドラに乗つて、山lB駅に着いて 9時 に夕き

始めた。

このコースは、ゴンドラで―気に機線に上がる

ため 非常になだらかな稜線歩きが続き、歩き場

い.と ころが、頂上直下 ヤt尾 根の鎖場がニケ

所も登場―。皆さん、慎重にここを通過して、全

員無熟 l:00に 、日本百名山 「,1阿山Jに 登頂

した.

「ヤレヤレ、お腹が空いたJ

皆さん これから根子岳を日指す前に 腹ごし

らえをして、11:30「 四lpl口Jを 出発となつた。

これが 嫌なんだぁ !

一気に、根子岳との核.l.まで下る.こ ういう時つ

て、今までの |り の吉労は何だつたのだ…つて、

叶  々 思つてしまう.し かも、登山道には 樹木

の根つ子がいっぱい出ていて、滑り易く、歩き難

いこと極まりなし である。

足の症攣が起きてしまった人が出るのも分かる

ような 急なFり である.

しかし、ここで糸丼さんは いいことを言つてい

たなぁ-1 日可だ、この道は… 1根つ子だらけじゃ

ないか… !そ うか 根つ子だけしかないから、根

子岳かあ…Jう ヽ、サブウー |

一旦、核部まで下つて いよいよ 「根子岳Jに

かかる全り道は、草原のような熊笹の中を、ゆつ

〈りと歩を運ぶのに最適な 心がグングンと大き

くなってくるのが感じられるほどの爽1央さである.

足の痙華の痛みに耐えながらも、自力で 「根子岳J

山頂に立つた泉さんも立派 ,こ れで、全員が

花の百名山 「根子岳Jに 登頂成功…バンザイ |

14:00下 山開始

花の百名山といわれるだけに、竜胆やマツムシ

草、紅葉し始めたナナカマド等  々 心と日の保養

には十分なロケーションである。

腰塚ざんや回休す先生の手当てを受けながら、結

局、最後まで歩き通した東さんが菅平牧場にゴー

ルインして、全員完歩… !

イヤ～、スゴイ…スゴイ !

こういうのって、スゴイ自信になるんだよね .

それにしても 桐生倶楽部の皆さんの思いやりと

深い仲間意識に感動しました.

参加メンバーカ'辛く 因っている時には 担当

の私が世話をしなくてはならないのに、多勢の人

たち力ゞ 手を貸してくれる.本 当に感謝…感謝で

ある。

それに この桐生倶楽部 「歩く会Jの 山行はい

強いですよね |

一緒に歩いているll間には お医者さんも、看護

婦さんもいるんですから…。

こんなにスタッフが揃つているパーテイなんて、

減多にないですよ― !

この紙面を読んでいる社員の貴方、さあ、贅方

も安心して 「夕く会Jの 山行に参加しましょう .

参力1した皆さん、お疲れさまでした。私にとつ

ては 全てのところで、感動と勉強の―曰でした。

帽 野喜範 記)
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理事長が石井作品寄贈
切り絵ll家石丼―巨さんの作品が 塚越平人理

事長から桐生倶楽部に寄贈されました。近く理事

会を経て 掲示される部屋が決まります.

門扉を取り替え
円扉が新 しくな ります.工 事 は10月下句 に予

定 されています.

欄
生
晨
来
神
に
ぐ
ろ
，
う
春

督
湧
さ
て
ヽ
球
飛
ぶ
や
●
口
●

有

広

=倶 楽部だより =

【8月】 理事会

歩く会世語人会

はぐるま句会

【9月】 理事会

(11日)

(19日)

(29日)

(8口 )

歩く会「四阿山根子

'秋

線渡歩J(28日)

月次会「北朝鮮の核FI機門鷺についてJ(29回)

はぐるま句会 (30日)

銀 社社員〉

清 水 信 次  いみずほ銀行

小 暮 競 勝
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併を語ろう
ノゝ t 、`

「桐生市の企併について語る会Jが 、10月18日

2陪大広間で開かれまじた.

先達が未来の桐上の都市像を描き その実現の

ための拠点として八十数年前に造つたのがIll=l●

楽部.桐 ■の歴史が始まって以来の大切なときに、

[何の発言 何の行動をしなくていいのかJと 意

見が出され 理事会の賛同を得て企画されました.

「市が大きくなることと市民の利益とはどのよう

勉強の場継続
な関孫にあるのかJ「 行政休が一休になることが

前面に||ているが 生活者の視■はどうかJ「 こ

うした話し合いは遅すぎないかJ「 遅くても 結

スが同じでも プロセスうi大切で、自治意誠が高

まれば、意味があるJな ど 忌憚のない意見が交

換され 今後も継続して話し合い、勉強していく

ことが確認されました.



(2)第 138号 桐 生 倶 楽 部 会 報

パ
ン
と
ワ
イ
ン
と
月
と
名
曲

などの名山が技露され 参加者はたえなる詞べに

深く酔いしれていた。(10月10日午後6時半開会)

息のむ臨場感
高林桐生署長が講演

月次会報告 (11月)
ll月の月次会は桐■警察署長の高林弘さんを

“

き、「おまわりさん生活38年日にしてあれやこ

れや思うことJと 電し お話をうかがった.

月次会報告 (10月)
10月の月次会は 「お月見コンサートJ。およそ

40人の社員が参加し 満月のもと 名山とワイ

ンとパンを味わいつつ 深まりゆくfkのひととき

を葉しんだ.

当日の月は雲に隠れるあいにくの天気.し かし

軽食とワインで―号室の歓談は弾み ロビーでの

コンサートは、山崎真自美さんのソブラノ、須永

由起子さんのピアノで 「月光Jや 「タベの思いJ

警察の日から兄た桐生

また現在の犯罪の動向な

ど 興味深い話が多い中

で とりわけ参加者の心

七とらえたのが あの御

某鷹山の曰ltジヤンボ機

墜落事故の体験談だ.高

林さんはまっさきに現場

に馬|け付けた警察L‐の 1

人だった.史 上最大級の

事故の惨状を真近で兄

捜索の ―部始終にたずさ

わってきただけに その

話からは、息をのむよう

な臨場感が伝わつてきた.

(11月12日午後 6時 2階

大広l・l)



桐 生 倶 楽 部 会 報 第 138号 (3)

紅葉の那須、湿原と築

歩く会10月例会

晴天がつづき 週間予報でも雨の心配は全くな

かつたが、予報が効 はしめ、前曰の予報では雨

になつてしまった.予 報はずれの期待も空しく、

雨の朝を迎えてしまった。ああ無情!!日頃心がけ

の良い人ばかりなのに一 ―.

雨の暗い中を参加者の皆さん、時間前に集合し

たが、倶楽部入口の無断護車の トラブルで総勢

25名、やや遅れての出発となった.

50=か ら東Jヒ道、途中上河内SAで トイレ休

けい、7:30に は那須インターを出る。登ってゆ

くにつれて雨が一段とつよくなり、とにかくロー

プウェイの山麓駅で様子をみて、コースの判断を

することで登ってゆく。車窓から両側の木々の黄

色味が目立ちはじめる。雨足はいつこうに衰えず

予定コースの登山を断金。最頂の駐車場、鉱山事

務所跡から下 り、大九駐車場で30分の休けい時

間をとる.雨 の中に煙る

"F須
岳の中腹、周囲の木々

の色とりどりの美しさに日を奪われる。
'F須

は今

紅葉のまっ盛りなのだ。上に登って鮮やかな紅葉

を満喫したい、思わずため息力i出る。でも那須の

紅葉の―部を眺めることができた。

また来年、天気の良い日に来ま―す。

8:30駐 車場を出発。沼原湿原へ向う.約 1

時l・5で到着.沼 原湿原は自笹山の山腹標高1,200

mに ある 古い湖沼力ゞ衰えてできた湿原で 夏に

はニッコウキスグをはじめ 高山植物力'沢山にみ

られる.最 近皇大子一家のハイキングで広く知ら

れるようになった.天 気も幸い小康状態で、一同

散策に出発 整備された木道を約 1時周、湿原を

一周、湿原の植物や周田の景色を観賞する.こ れ

で歩く会の日的も少しは達せられたかと ひと安

.t.ヽ

湿原に接して 揚水発電の広大な詞整池があり、

夜間に下池の深山ダムより揚水、貯水 して昼間、

放水して発電する世界でも有数の規模とのこと。

l時 間超のバイキングを終え、10:45、 昼食

予定の黒羽観光簗へ向う.あ と どの位で着くの?

催促の声がかかる中、12:30頃 に簗に到着 全

員がal定食、各自が進加料理や待菫のアルコール

等、
"`可

川の流れをIに 棄の風情をたのしみなが

ら、刀魚の味―番競料理に舌づつみをうつ.皆 さ

ん満足そうでこれで前半の変更、いくらかI■め合

わせになつたかな?

簗を1:30に 出発、帰路につく。途中の渋滞力i

心配されたが、一般道 東北道とも順調に走り、

途中鹿 llS Aでトイレ休けい、渋滞の化野インター

を通り過ぎ、館林インターで―投道へ。4:35全

員無事帰着した.

お疲れさまでした。天気が悪くて残念でした力'、

これにこりず またぜひご参加下さい。

(塩島勇治記)

晴天の子持山楽しむ

11月例会、15人が参加

平成15年11月16日.

定刻 7時 に参加者15名が自家用車 4台 に分栞

し出発。 8時 25分登山口に到着.晴 天に息まれ

気分よく、急登あリ ヤセ尾根の岩場等ありの変

化に富んだコースを登頂し 山頂でのすばらしい

展望を満喫し乍らの昼食等 充分に山登 りを楽し

めた―目でした。帰途子持神社を参拝し 子持湿

泉センターに立寄り汗と疲れを洗い流し爽快な気

分で16時過ぎ無事帰桐致しました。
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経済産業大臣表彰

江雅織物工場社長で桐生織伝統工芸士副会長の

江原殺さんが、このほど、経済産業大巨表彰を受

賞しました。伝統的工芸品の普及振興に対する長

年の功績が評価されたものです.お めでとうごぎ

います。

写真部が反省会
写真部は11月18日、今年度の反省会を開き、

来年度の予完およびロビー展示の写真入れ替えな

とを行つた。出席者は8名。

秋期囲碁大会開く
B・Olの桐生倶楽部囲碁大会が 平成15年ll月15

日、6号 室にて開催されました。

午前10時30分から夕方 5時 まで、丁々発止と

楽しく鳥鳥を戦わせました.

出席者は次の通り は 称略)

岡日光弘 福永儀― 倉林俊泄 日中義弘

回村 寛 吉成敏郎 日野近七 金谷利男

(以上8名 )

(毎週土曜曰午後クラブ6号=に て会員で碁盤を

囲んでいます。会員の方気楽にお寄り下さい.)

(吉 成)

新 しい門扉が完成

新しいll扉の取り付け工事がこのほど終了しま

した。基礎からがっちり回められ、耐久性にすぐ

れ 扱いやすさも格段に向上しました.

＾
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=倶 楽部だより =

【10月】 歩く会世話人会
月次会 「お月見コンサー トJ

歩 く会例会 「紅葉の那須J
理事会

綱生市の合併について語る会
はぐるま句会

【11月】 役員特別懇談会
理事会

(6曰 )
(10日)
(12日)
(14日)
(18口)
(25日)

(4日 )
(10日)

歩 く会世話人会        (11日 )

月次会「七莞皐息;告lf"日
にしてあれや(12日)

文化活動委員会

囲碁秋期大会

歩 く会例会 「子持山J

写真部会
はぐるま句会

懇話会

(14日)
(15日)
(16曰)
(18日)
(27口)
(28日)

く遅権 〉

加 蔵 克 /1ヽ 利 雄 (逝去)
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桐
生
人
の
気
概
語
る

平
成
１６
年
度
社
員
総
会
で
理
事
長
が
講
演

桐生というまちは 先輩たちのたいへんな努力

の結栞として 現在がある.そ して、綱生倶楽部

はその伝統を受け継いでいるのです―塚越平人理

事長は、平成16年度定時社員総会で記念講漬を

を行い ものづくりの礎をなすまちの気概につい

て、群馬大学工学部を例にあげ 語つた.

理事長によれ,よ 綱笙はテナント出店ひとつとつ

ても、にかのまちとは形態が違うという.

「″,えば足利や佐野の簡店が大型店に店を構え

る場合、本店をたたんでしまうことが珍しくない

ようです。でも桐生では、出店はしても本店は残

している。こういう考え方に立つのは、生産に携

わる人が多いまちの特徴だと息うのです。城下町

でなく、商人のまちであるがゆえの白主独立の精

神ですJ

そして、このような精神 また ものづくりの

まちとして成熟していくうえで近代の核となった

工学部の前身 桐生高等染織学校の創立のいきさ

つにふれ 理事長は開枝に傾けた地元の人たちの

情熱、またこうした運動を実質的に支えた桐生懇

話会 (桐生倶楽部の前身)の 役書1をひもときなが

ら、これらが桐■の誇るべき伝抗である、若い人

に知ってはしい桐生である、と結んだ.

新年度事業案など承認

平成16年度平時社員総会は 15年 度事業概況

難告、同年度決算報告及び会計監査報告 平成 l

6年 度事業計画及び収支予算案など、3議 案を可

決した。

また小池副理事長は、15年 度事業概滉報告の

中で社員数にふれ 理想的には330人 規模をめ

ぎしたいと述べ、引き続き社員増強に協力をお願

いしたい、と述べた.(1月 30H、 2階 ホール)
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船

そ
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て

美
術
館

歩く会12月例会

12月7日朝6:45桐 生倶来部を出発、参力,者45名.

9:40横 浜駅東口到着。ここから始発 (10:10)

のシーバスに乗り、山下公国まで20分の船旅。

本日の第一目的である新装横浜港大桟橋を海か

ら眺める。途中、みなとみらい レンガパーク

海上保安庁埠頭 キング (県庁)ク イーン (税関)

ジャック (開港記念会館)の 三塔 山下公園 マ

リンタワーなどを海から遠望.み なとみらい桟橋

には帆船 「海星J力 停ゞ泊中.こ の船は1990年 ポ

ーランドで建造された二本マストのブリガテイン

という型式の現役の帆船で、NPO日 本七―ルト

レーニング協会が所右し、青少年の情採教育に役

立てているものです.10:30山 下公園桟橋着、

公園内ではサンディエゴから贈られた 1水の守護

神の像J「 赤い樹

`の

少女の像J「インドの水塔J

など完番の史跡を訪ねました.

11:00横 浜大桟橋到着.百 人年ぶりにリニコ

ーアルしたこの桟橋は国際コンペで優勝したムサ

ビ (イラン)&ザ エラ (スペイン)の デザインに

よるもので、この日積浜旅行のメインテーマです。

桟橋全体を客船のデッキに見立てて、表面を木材

と芝生で不思議な山面に仕上げた開放感溢れる市

民の公園としての機能を備えた美しい建築物です.

横 浜 関 内 界 隈 を歩 く
桟橋では折からの好天に気温は20度近くとなり

皆さんンャツー枚になったり袖まくりをしたりして

nf.秋の陽射しを楽しみました。

12:00日 本郵I.・歴史資料館着。ここは単なる

企業資料館に止まらず 維新ll来の曰本と横浜の

海運の歴史を語る上で責重な博物館です。日露戦

争 日本海海戦で 「適艦見ユJを 打電して日本艦

隊を勝利に導いた 「信濃丸Jは 口本郵船所高の商

"合

で、載後束郷元帥から贈られた感状 (感謝状)

が館内に展示されていて、一昨年横須賀訪F・Eの際

の戦艦三tと の不思議なえにしを思いました.

昼食はフリータイム 皆さん中華行 レンガパ

ーク 伊勢佐木町 元町などで屋食&シ ヨツビン

グを薬しみました.3:20構 浜市立美術館着 企

画展 「中平卓馬Jを 観ました。中平 (昭和13年

生まれ)は 60年代反休制の写真家として名を馳

せますが、70年代後半からは起写実主義に変貌

して、今も現後で活躍している写真家です。4品

に対する好き嫌いは別として この美術館は開館

以来―貫して、映像4品 をしっかりと扱い続けて

います.

夕FIl迫る5:00横 浜発、予定通 りの7:50桐 生

倶楽部帰着。天候にも恵まれて楽しい日曜日でした.
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各界代表が
思いを交歓

恒例の互礼会

桐生倶楽部の平成16年新年互ホL会が l月 4日

開かれ、社員62人が参加し、新しい年の円出を

祝つた。

一部に景気回復の兆しが伝えられながらも、地

方にはまだまだその実感が薄く、昨年来の厳しい

経済情勢は続いている。こうしたなか、国政にお

いて あるいは市政において、また 地域におい

て 何を課霧にどう取りYltむべきか。各界を代表

する人々の意見が年の初めに一同交わる場.そ れ

がこの倶楽部恒例の互オL会だ.

塚越理事長に続き、大澤桐生市長 笹川衆議院

吾
妻
山

初
登
り

1月 ll口 (日)午 前 9時 、吾妻公国集合。総勢

21名 .新 年のご掟拶を交わして登山開始.約 l

時間にて頂上に立つ.少 し風があつたが好天に恵

まれて 最高の大展望が得られました.赤 城 榛名

浅間、蓼科、人ヶ岳連峰 富士山が眺められ、

議貝、佐藤商工会議所会頭、全国商工会連合会の

近藤英―郎名誉会長があいさつした。

桐生観友会による連訓 「羽衣J「鉢木Jが 披露

されたあと、会は記宴へと移り それぞれのテー

ブルごとに盛り上がりを見せていた。

(2偕 ホール)

山に登つた甲斐がありました。

記念撮影のあと、村松沢にくだり始めたら急に

北風が強く楽くなりました.ll時 予定どおり 「そ

ば一Jに ふるえながら飛び込みました.特 製の温

かいそぱひもかわ力渓 味しかつた。  (森 口記)
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=新 入社員紹介 =は

ようこそ倶楽部へ

い
本口 孝太郎 須賀 武次 宮地 秀吉(逝去)
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歓声/ク リスマス祭

社員と家族、57人が参加

桐生倶楽部恒例のクリスマス祭が12月13日に

開かれ、社員とその家族57人が参加した。

華やかに飾りつけられた二階ホール、テーブル

にはたくきんの料理や飲み物が月意された。岸理

事分するサンタクロースが現われて、会はいよい

よクライマックス.和 やかな雰国気のなかに プ

レゼントをもらって大喜びする子どもたちの歓声

が響いた。

=倶 楽部だより =

【12月】 合徘を考える会
歩 く会例会 「横工J

璽事会

歩 く会世話人会

行事委員会

クリスマス祭
はぐるま句会

口月】 新年互例会

理事会

歩 く会例会 新春恒例 「吾妻山J

歩 く会世話人会

監査会
はぐるま旬会

臨時理事会

定時社員総会

(2日)
(7日)
(8口)
(9日)
(10日)
(13日)
(22日)

(4日)
(9日)
(11曰)
(13口)
(19日)
(28曰)
(30日)
(30日)
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花の見ごろにあ力せ、きまつて地面に降り積む

花がある.実 はこれが 倶楽部のサクラ独府のFL

分咲きのサインだ.種 を明かせば、花の蜜を吸い

にくる野島たちの仕業なのだという.

花の季節を待っているのは人間だけではないと

いう 倶楽部ならではのたたずまいである。

2004

「きれいだねJと  庭のサクラの花盛

'が

、こ

としは例年にも増じて 訪′tる人たちゆじをとら

えてたようである.

彼岸のころにはすつかりlt備を整えて 「もう

待ちさ′■ないJと ばかりにふくらんでいた吉.4

月の声を聞かずに はや五分咲きとなった,
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桐生の原点、天満宮

月次会報告塵

平成の人修理が進んでいる桐生天

満官 (前原勝富司)に ついて 事業

の概7や 進F臥 況の解説力
"月

22日 、

2略 大広間で行われた.

桐■の歴史と大満宮はどのように

かかわりをもっているか そして

今|の 修理の意義は何かを 専円家

から学ぼうと3'iの 月次会が企画し

たもので 桐生市文化財保護課の増

口進さん 天満官のFL史に詳しい生

涯学留課の栽原清史さんを講lTに招き

社貝33人 が熟 しに聴議した

増mさ んは まじめに 天満

`を

起

点にtLめられた400年 前の|'生の

まちづくりの基本計画を示し 桐■

新町が天満官と共に歩んてきたまち

であることを、文献を使いつつ 解

説 した.

萩原 さんはその入市官の施設の文

化財的意義 を説明 した.と りわけ

天満宮未社=日 社のように景重な占

建集 もあり 価値は高いという.と

はいえ 全体的には一部を補修 した

ものの 総 じて耐久年数は251年

をへて 民根 天丼 縁回 りなどに

かなりの痛みが出てきている.ま た

工木が下が り、外観にくきりが目立

ちはしめている.さ らには は く落

が進んでしまったものの、いまなら

ば彩色彫刻の色の鋼全が可能で そ

うしたこともふまえ今回の大掛かり

な補修に至ったと その経緯を語ぅた.

400■ 問守 り継がれてきたもの

を後世にlrえてい く.そ のための大

修理の実情にふれ 参力]者は深い興

味を示 していた.

大
改
修
の
意
義

歴
史
を
ま
な
ぶ
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3月 14口 (H)朝 6時 30分 、

大型パスにて桐生倶楽部をJl発。参

加者34名 .'勢 崎 lCよ り北関東造

高崎JcTを 経山して関越道を占れ

と1的かう.

途中高坂 SAで 小休恵の後圏央道

を道って子定時問より30分 早く吉

野梅郷にTl着.駐 車場より歩いて奇

梅市 1梅の公国Jに  正面入日で記

念撮影後公同内に入り自由散策となる.

公国内は既に大勢の人で ―ll 二脚

を立てて写其を取っている人、●梅

自梅、 しだれ梅 (紅、自)と 満開の

花を見て歩いている′ループで広い

公国も満員状態でした。行つてみて

16時 20分 塩船観音寺を後に帰路につく.高

速道路もЛ頁調に t勢 1奇I Cを下り、 i共滞力'じ西:さ

れた50号 を逸け、木島理事推奨のルートを通っ

て予定より「く桐生倶楽部にTl着 しました.天 候

にも恵まオ■楽しい一日でした.

ご参加の皆様、お疲れ様でした |!

今後の歩く会の企画にもたくさんの参加お待ち

してます.

2月は赤城、不動滝

(吉m.・L)

8時 30分 前に入場すれば入園料 (200円 )と

のことで 会計担当として一寸残念でした ||

i商開の花を見ながら夕き口った後 公国から駐

車場まで民間の梅曰、各lT宅の庭の花を観貰しな

がら歩く.公 回とはまた遣つた雰口気の良さがあ

りました.10時 25分 に極郷を後にじ御岳へ.

滝本駅からケーブルカー 10分 で山上の御岳山訳

に
‐
Jl着 (歩くと1時 間とのこと)し  全体で記合

写真を取り13時 +ま で自由散策となる.

ほとんどの人は参道を歩いて頂 LO御 岳オ1社ヘ

途中の道は予想より急な石段のところもあり、4

自マイペースで登る.参 ■後は円前の茶店で●食

を取る人 宝物般前のベンチで持参の昼食を取る

人等様々でしたが、 13時 30分 に御FF山駅に集

合しケーブルカーて下山後、工堂美 ll館を兄学し、

パスにて,1格本山塩船観音寺へ向かう.本 堂、山|,

阿弥に堂が国重要文

`ヒ

財に指定されていろとのこと.

シーズンオフのためilかなtま いのお■でしたが、

つつじの季節には (花のお寺として有名)た くさ

んの人で賑う様です.

参加者 12名  定刻8時  3台 の白家月車に分

乗じて 桐生倶楽部を出発.富 城村の中心部を抜

け赤城温泉郷へ.ll夜 来の雪が道路にもタオtる.

滝lP温泉前を更に奥へ滝沢不動尊入口の駐●場ヘ

8時 50分 到着.装 備を整え雪に雇われた遊歩道

に入る.新 雪の下は凍結しているので足元があら

ない.約 20分 位で滝沢不動尊へ.

これから先は河原に下り、川沿いの路を進む.

途中 「忠治の岩屋J等 を見学しながら大滝には9

時50分 に到着.今 年は暖冬の為か期待していた

大水柱にはお曰にかかれませんでしたが、落差 3

0mの 大滝を直下から見 Lげ る事か出来ました.

10時 50分 駐車場にF―り 11時 に忠治湿泉

前にて解散といたしました.

雪景色を眺めながらの往復 2時 間強の心地よい

ハイキングを楽しむ事が出来ました.
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=倶 楽部だより =

【2月】 理事会
歩く会世話人会

歩く会例会 (写真部協賛)

【3月】 理事会
歩く会世話人会

(9日)
(]2日)

「ホ城不動大滝J (15日 )
はぐるま句会        (24曰 )

(8日 )
(11日)

写真部だより 歩く会

"1会

(吉野梅鍵 御景山)(14日 )

月次会 (天満宮の改修について)(22日)
はぐるま句会 (26日)

2月 15口(日)、

■城村不勁大滝

周JIJの雪と水

赤城大沼周辺の

霧氷と地ふぶき

等の撮影に行つ

て参 りました.

く離 め

星野精助 足利彼行桐生支店 足利銀行新宿支店

掟口 実  大塚 洋  坂入良―

法人会員から個人会員に変更

河原丼ホンダー河原井源茨
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